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3日
(月
)

定
期
パラ
チ
フ
ス
予
防

接
種
第
一回

午
後
一時
三
十
分
か
ら

三時
三十
分
ま
で
保
健
診
療
所
で

3
日
(月
)
1
6
日
(木
)

谷
村
文

庫
展

付
属
図
書
館
で

5
日
(水
)

京
大
木
材
研
究
所
公
開

灘
麟

懲
役
三
ヵ
月
執
行
猶
予

一
年

昭
和
三
十
六
年
「政
暴
法
粉
砕
闘
昂こ

「京
都
市
公
安
条
例
撤
廃」
を叫
ぷ府

学
連
デ
モ
隊
の
中
で
逮捕
・起
訴
さ
れ

た
同
学
会
雷
記
長
茂
田
一義
君
(教
育

学
部
二
回
生
隔
当
時教
養
部
自
治
会
常

任
委
員
)
は
、
二十
八
日
開
か
れ
た
最

終
公
判
に
お
いて
松
浦
数
判
冒
か
ら
懲

役
三カ
月
、
執
行
猶
予
一伍
の
判
決
を

受
け
た
。

こ
れ
は
、
さ
る
三
十
六
年
十
月
十
九

目
京
大
生
を
中
心
と
す
る
学
生
約
百

人
が
渥
美
文
夫
君
(経
済
学
部
四
回

甑
三
難
三
ヨ
…
.一.:
一...難
韮
斐
琴

}藍
巽
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紳

生
11
当
時
同
学
会
委
員
長
)
の
公
判

傍
聴
の
た
め
駁
大
を
出
発
丸太
町通

り
を
経
て
京
都
地
裁
ま
でデ
モを
続

け
地
裁内
には
い
ろう
とし
、楼
勤

隊約
八
十人
とも
み
あ
っ
た際
、
デ

モ隊
の先
頭
に
い
た茂
田
看
が
プ
ラ

:

:

カ
ー
ド
で
機
勤
隊
員
を
な
ぐ
っ
た
と

へ
し
て
、
∬
公
務
執
.行
妨
害
4
で
逮

捕
、
起
訴
さ
れ
、
今
月
初
め
の
最終

弁
論
の
際
、
懲
役
八
ヵ
月
を
求刑
さ

れ
て
い
た
も
の
。

こ
の
事
件
よ
りさ
き
、渥
美
君
ほ
三十

六
年
六
月
二
日
の政
暴
法
衆
議
院
強
行

採
決
に
際
し
、自
民
党
京
都
支
部
に
緊

急
デ
モを
か
け
た
資
任
者
と
し
で
"京

都
市
公
安
条
例
`
で
逮
捕
・起
訴
さ
れ

、
同
十
九
日
に
は
渥
美
君
の
第
噌回
公

判
開
廷
中
で
あ
り
、
学
生
ら
は
「京
都

市
公
安
条
例
の
遮
憲
性
」
を主
張
し
て

全
員
傍
聴
席
に
は
い
ろ
う
し
て
い
た
.

,
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聾

弁
護
側は
「開
廷
中
の公
判
を
傍
聴

す
る学
生
を
制
止
す
る
の
は
警
察
官

の公
務
に
は
な
ら
ず
正

当
防
衛
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
.

京
都
地
裁
関
係
で
学
生
運
動
に
対
し
冥

刑
判
決
が
で
た
の
は
今
度
が
初
め
て
で

あ
り
、
こ
れ
は
現
在
"市
公
安
条
例
遣

反
∬
を
閥
わ
れ
て
闘
争
申
に
あ
る
閣連

の
学
生
の
処
遇
に
対
し
影
響
を与
え
る

の
は
必
至
と
み
ら
れ
て
いる
.

な
お
茂
田
君
は
判決
後
ただ
ち
に
、
大

阪
高
裁
に
控
訴
した
.

購塾墜醤 騨麟酵1:
,.一

円
山
で
三
千
人
の
集
会

薮

四
十
ニ

ク
ラ

ス
が

ス
ト
決

五
.三
一京
大
全
学
スト
に
む
け
て、
三十
日
ま
でに
各
学
部
で
学
生
大
会
が
も
た
れ
、
教
養
、
文
、
法
、
経
、
理
の

五
学
部
が
い
ず
れ
も
圧
倒的
多
数
でス
ト
ラ
イ
ヰ
糎
を
確
立
し
た
.

京
大
教
養
部
は
三
十
日
ま
で
に四
十
ニク
ラ
ス
に
の
ぼ
る
ス
ト
ラ
イ
串
決
議
が
で
て
岡
日
三
時
か
ら
の
代
議員
大
会
で

も
、
三
十
一日
ス
ト
を
賛
成
四百
二
十
二、
反
泓
百
十
、
保
留
三
十
六
で
決
定
し
た
.

府
学
連
萎

(円
山
)
に
は
三天

を
こ
え
る
学
生
が
嘉

し
、
本
年
度
第
二
回
目
の
全国
統
一行
動
は
、
こ
の京
都

府
学
連
の
闘
争
を中
心
に
、
各
地
で
大
き
な
も
り
上
り
を
み
せ
た
。

京
大
生
七
人
検
挙
さ
る

三
十
一日
は
、
午
前
七
時
半
か
ら
教
獲

部
の
三
つ
の門
、
各
学
部
で
は
ピ
ケ
隊

百
人
を
動
員
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
体
制
に

入
った
.
と
く
に
一回
生
を
中
心
に
し

た
イ多
力
ー
ド
造
り
、
タ
」
ミ
ナ
ル
、

職
場
への
ビ
ラ
入
れ
が
活
発
に
行
わ
れ

た
.十
二
時
か
ら
法
経
第
一教
量
で行
わ

れ
た
京
大
集
会
は
手
百
人
の
学
生
で

埋
ま
り
、
日
憩
会
談
反対
、
ポ
ラ
リ

ス
型
核
潜
駈
寄
港
反
対ρ
ポ
ポ
ロ
座

事
件
判
決
反
苅
、
そ
れに
さ
る
二
十

七
日
京
都
地
裁
の茂
田同
学
会
轡
記

長
有
罪判
決
反対
な
ど
を
決
議
し
東

大
路
通
り
を
南下
し
て
円
山
膏
楽
堂

の府
学
連
集
会
場
に
む
か
った
.

な
お
ζ
の目
、
一回
生
数
ク
ラ
ス
が
,

酵
か
な
デ
モ
4
を
決
議
し
、
三
百
人
が

デ
モ
隊
の
後
に
つづ
い
た
。
四
時
か
ら

の
府
学
連
集
会
は
、
京
大
千
二
百
λ
、

立
命
大
八
百
な
ど
、
三
千
人
を
こ
え
る

学
生
で
あ
ふ
れ
た
。
登
壇
し
た
高
瀬
府

学
速
委
員
長
は
六
月
十
五
日
に
再
び源

ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
よ
び
か
け
る
とと
も

に
、
神
戸
米
総
領
事
館
前
で
五千
人
が

全
関
西
学
生
集
会
を
も
つ
こ
とを
明
ら

か
に
し
た
.
ま
た
、平
和運
動
再
建
を

軸
と
す
る
全学
連
再
建
問
題
に
も
ふ
れ

東
大
教
養
学
部
の
三十
一日
ス
ト
ラ
イ

キ闘
争を
矩
否
し
、
分
裂
活
動
を
行
っ

た統
一派
、
平
民
学
連
を
激
し
く
批
難

し
た
。
こ
の日
の
デ
モ
コ
ー
ス
は
、
祇
園
か

ら
四
条
河
原
町
を
北
上
、
丸
太
町
で

西
進
し
て
京
都
地
裁
、
府
庁
、
府
警

本
部
ま
で
。
府
警
は
こ
の
日
も
機
動

隊
干
人
を
動
員
し
て
激
し
く
弾
圧
を

加
え
て
き
た
。

デ
モ
隊
は
各
交
差
点
でジ
グ
ザ
グ
デ

モ
を
展
開
、
地
裁
前
で
は約
三十
分

閥
路
上
に
座
り
こ
み抗
議
樂
会を
も

っ
た
が
、
機
動隊
は
これ
を
阻
止
し

ょ
うと
し
て
、大
混
乱
に
お
ち
い
り

こ
こ
で学
生
三人
が
ひき
抜
か
れ
て

検
茎
き
れ
た.
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留

府
警
前
で
は道
路
上
に
水
を
ま
き
学

生
の
座
り込
み
を
阻
も
う
と
し
た
が

こ
こ
でも
機
勤
隊
は
デ
モ
隊
に
叛
回

にわ
た
っ
て襲
い
か
か
り
、
隊
列
を

分断
す
る
と
と
も
に
、
逃
げ
ま
ど
う

　

学
生
に
個
人
的
な
暴
行
を
ふ
る
っ
て

多
数
の
負
傷
者
を出
し
た。
ま
た
こ

こ
で
は
、
高瀬
府
学
連
委
員
長
、
八

木京
大
教
養
部
委
員
長
ら
四
人
が
検

挙
され
た
.

学
生
は
こ
の後
、
二
十
分
に
わ
た
って

府
警
の弾
圧
に
対
し
て
抗
議
集
会
を
も

ち
、
同
志
社
大
学
新
町
校
會
で
総
括
の

後
午
後
八
時
頃
解
敢
し
た
.

学
生
側
の
負
傷
看
は
百
人
を
こ
え
、
こ

の
う
ち
十
数
人
が
病
院
に
は
こ
び
こ
ま

れ
た
.
な
お
検
挙
者
の
釈
放
を
要
求
し

て
代
衰
十
人
が
府
警
に
お
し
か
け
た
.

外
務
省
前
集
会
で
き
ず

京
都
か
ら
八
十
人
が
参
加

こ
の
日
、
藁
京
で
も
東
大
を
拠
点
に
と

り
く
ま
れ
て
い
た
が
、
統
}派
は
スト

拡
が
る
ゼ
ミ
延
長
運
動

難

ゼ
ミ
拡
充
実
委
設
け
る

ロ

ッ
シ

ー

二
、

ビ

バ

ル
デ

ィ
ー

な

ど

京
大オ
ケ
第
九
+

三回
定
期
演
奏
会

京都
大
学
交
響
楽
団
で
は
、
六
月
の
下

旬
に
、大
阪
お
よ
び
京
都
に
お
い
て
、

第
九
三回
定
期
演
奏
会
を
開
く
予
定
で

あ
る
。

な
お
大
阪
公
演
は
、
六
月
二
十
四
日
、

大
阪
サ
ン
ケ
イ
ホ
ル

、
泉
都
は
、
六

月
二
十
七
日
、
小都
会
朗大
ホ
ール
で

公
演
す
る
。

指
揮
は
琿
学
部
大
学
院生
門
良
一、
お

な
じ
く
医
学
部生
梅
田
文
=
曲
目
は

チ
ャイ
コフ
ス
キ
ー
「交
響
曲
第
五
番

」
ロ
ッ
シ
ー
二
「セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師

」
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
哨ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
ニ
十
三
番
」
ビ
バ
ル
デ
ィ
「四
季

よ
り
〃夏
∬
」
を
演
奏
す
る
予
定
。

同
楽
団
は
連
目
、
害
田
僚
を
根
拠
に
、

猛
烈
な
練
習
を
つ
み
か
さ
ね
て
い
る
。

ま
た
練
習
に
は
、
専
門
の
背
楽
家
も
多

数
参
加
し
、
学
生
と
と
も
公演
日
に
そ

な
え
て
い
る
.

東京

 

ライ
串
闘
争
に
反
対
し
て
全
学
築
会
を

提
起し
、
結
局
授
業
放
棄
の
形
で
た
た

かわ
れ
た
。

午
後
四
時
か
ら
清
水
谷
公
園
で
行
な
わ

れ
た都
学
連
策
会
に
は
東
大
八
百
人
を

は
じ
め
千
三
百
人
が
結
集
し
た
.
予
定

さ
れ
て
い
た
外
務
省
、
最
高
裁
す
わ
り

込
み
は
機
動
隊
に
阻
ま
れ
失
敗
し
、
同

第四回懸賞小説
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ー

ク
』

問

瑠

波

於

二
橋
大
学
社
会
学
部
三
年
)

第
四
回
懸
賞
小
説
は
、
去
る
三
月
三
十
一
日
締
切
り
、
三
十
七
編
の
応
募
作
品

に
対
し
て
選
考
を
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
選
者
の
野
間
広
氏
、
伊

藤
整
氏
の
最
終
選
考
に
よ
り
右
舘
の
作
品
を
準
佳
作
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し、

た
。
今
回
は
例
年
に
な
く
低
調
で
、
応
募
作
品
も
少
な
く
、
入
選
作
、
佳
作
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
準
佳
作
入
選
作
「
フ
オ
ー
ク
」
は
次
号
(六
月
十

日
)
本
紙
上
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。」

東

都

大

学

新

聞

社

講
演
会
、演
劇
な
ど

法
学
部
の
ゼ
ミ
拡
充
運
勤
は
、
そ
の後

大
隅
ゼ
ミ
で
延
昇
決
議
、
片
岡
ゼミ
で

サ
ブ
ゼ
ミ
が
開
か
れ
るな
ど
地
道
な
発

展
が
み
ら
れ
る
が
、自
治
会
と
し
て
は

五
。三
一闘
争
後
、
四同
生
か
ら
一回

生
ま
で
含
ん
だ
ゼミ
ナ
ー
ル
拡
充
冥
行

委
員
会
を
作
り
活発
な
運
勅
を
展
開
す

る
予
定
であ
る。
そ
のた
め
六
月
申
旬

に
は
お
も
に
三同
生
を
対
壕
と
し
た
ゼ

ミ
紹介
を開
く
沼
画
も
出
さ
れ
て
い
る

学校
側
は
い
ぜ
ん
と
し
て
な
ん
の
反

応
も
示
し
て
い
な
い
が
、
先
の
芳
月
三

十
日
の学
生
大
会
で
、
ゼ
ミ
拡
充
、
サ

ー
クル
・サ
ブ
ゼ
ミ
の
講
読
写
要
求
の

決
議
が
採
択
さ
れ
、
一般
法
学
部
蛍生

の
問
に
も
関
心
の
高
ま
り
つ
つあ
る
現

生

沈
黙
を
守
り
続
け
る
こ
とは
でき

二
十
三
日

関
閃
法
学
学
生
ゼ
ミ
ナ
ール
は
六
月
二

十
三
日
、
近
畿
大
学
に
お
い
て開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年度
のテ
ー

マ
は
「独
占
禁
止
法
の歴
史
と
特
足
産

業
振
興
法
」
、発
表
校
は
大
阪
大
学
。特

に
社
会
科
学
の立
場
か
ら
経
済
法
の
実

体
を把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
関

西
の七
大
学
(京
大
、
同
大
、
立
大
、

阪
大
、
近
大
、
関
大
、
関
学
)
の
義
加

に
ょ
って
行
な
わ
れ
る
。

難

諺
譲
蕪
鴛

蠣
難

助讐
はど

"経

済

法

"を

中

心

に

関
西
法
ゼ
ミ
開
か

る

は
、
十
嘱月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日

ま
で
立
命
館
大
学
に
お
い
て
行
な
わ
れ

る
。
京
大
は
今
ま
で
参
加
し
な
か
っ
た

が
、
今
庫
度
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
派

遣
し
て
積
極
的
に
参
加
す
る
予
定
であ

る
。/

ー
/
!
/
!
ー

要
休
学
者

が
二
人

身
体
検
査
の
結
果
幽
る

一な
お
全
国
的
規
模
で
の
イ
ソタ
ー
ゼ
ミ
一本
年度
の京
大
二
回
生
以
上
の定
期
健

康
診
断
は
去
る
四
月
二十
二日
か
ら
二

+
七
日
に
わ
た
って
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
の結
果
に
ょ
る
と
今
侃
は
昨
を
に
は

み
ら
れ
な
か
った
要
休
学
者
が
二
名
あ

うた
こ
と
が
庄
目
さ
れ
る
。
要
庄
意
者

は
全
体
で
六
十
六
人
で
あ
う
か
,

折
虎
や
虫
歯
は
相
変
わ
ら
ず
相
当
多

い
見
、、み
で
あ
る
が
、
最
終
的な
デ

響
タ
が
ま
とめ
ら
れ
る
の
は年
度
未

にな
る
見
込
み
な
り
で、
目
下
の所

そ
ぐ
ら
の実
数
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
保
健
診
療
所
の
話
で
は
、
今
仕
と

く
に
目
呈
った
病
気
は
な
か
った
と
の

こ
と
で
あ
る
。

第
十
七
回
河
上
祭
のス
ケ
ヂ
ュ
ー
ル

は
、
そ
の大
綱
は
、
以
前
か
ら
決
定
さ

れ
て
い
た
が
(既
報
)
こ
の
ほ
ど
最
終

的
に
ま
と
ま
った
.
こ
れ
に
よ
る
と
、

六
月七
日
(金
)
午
後
六
時
三
十
分

か
ら
九
時
三
十
分
ま
で
祇
園
会
館
で

前
硬
祭
が
行
な
わ
れ
、
宋
川
博
立
命

館
大
総
長
、
蜷
川
京
都
府
知
聯
、
岡

部
経
済
学
部
長
の
あ
い
さ
っ
、
長
谷

都
文
雄
氏
の
講
演
「資
本
論
畿
訳
と

河
上
先
生
」
劇
団
「風
波
」
に
よ
る

河
上
博
土
自
叙
伝
の
朗
読
、
劇
団
、

人
間
座
」
の
演
劇
「草
原
の
う
た
」

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
.

六
月
八
日
(土
)
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

罵

桐
影
瞭
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

讃
演
会
が
行
な
わ
れ
、
演
題
を
よ
ぴ

講
師
は
「戦
前
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制

　

下
の
イ
と
プリ
ゲ
ン
チ
ャ
」
宋
川
博

「安
保
闘
争
の
総
括
と
日鵜
会
談
へ

ほ

の
指
針
」蔀
立
大
教
授
塩
田
庄
平
衛

「今
日
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の螺

題
」
京
大
経
済
掌
部
助
手
尾
崎芳
治

の
各
氏
吐
あ
る
が
「今
日
のイ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
課題
」
に
つい
ては

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が行
なわ
れ
、
塩
田

庄
兵
衛
氏
、
尾崎
芳
治
氏
の出
席
が

予
短
さ
れ
て
いる
.
な
お
、
統
一テ

ー
マ
「歴
史
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
ゲ

驚
肋叢
肋鱈
韓

合
宿
し
総
括
的
な
討
論
を
行
っ
た
.

7方
、
教
獲
部
の
方
で組
織
さ
れ
て

い
る
読
轡
会
は
、
五
・一一=
年
争に

焦
点
を
奪
わ
れ
て
あ
まり
進
展
し
て

い
な
い
も
よ
う
で
ある
が
、
闘
争
が

終
っ
た
後
、雰
囲
気
は各
ク
ラ
ヌ
毎

に徐
々
に
も
り
上
り
つ
つあ
る
.

ま
た
異
行委
員会
の人
事
は
次
の
と

お
り
.
委
員
長

松
波
拓
見
(松
井
ゼ
ミ
)

財

政

杉
田

晃
(山
岡
ゼ
ミ
)

記
録

杉
之
原
三広
(田
中
ゼ
ミ
)

編

築

水
谷
忠
弘
(吉
村
ゼ
ミ
)

六時
日比
谷
公
園
で簗
会
の
のち
解
散

し
た
。

な
お
こ
の集
会
に
京
都
か
ら
は
、
立
命

ロカ

'

大
六
十
人
、
京
大
十
二
人
、
周
大
六
人

が
参
加
し
た
.

納
君
の
遺
体
発
見

北
穂
高
で
六
カ
月
め

昨
年
十
哨月
二
十
六
日
正
午
ご
ろ
北
ア

ル
プ
ス
縦
走
中
北
穂
高
岳
で
沢
に
転
落

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
京
大
山
岳
部

員
加
納
洋
君
(エ
学
部
二
回
生
)
の
選

体
は
五
月
二
十
九
日
午
前
十
時半
こ
ろ

に

山
岳
部
の
捜索
隊
五人
に
ょ
り遭
難
地

点
か
ら
約
五
百
璽
下流
の滝
谷
C沢
右

俣
で
発
見
さ
れ
た
.

山岳
鄙
では
同
日
夕
刻
増
援
隊
を
現

地
に
派遣
、
周
君
の
遺
体
を
ふ
も
と

十
五
日
に
再
び
統

一
行
動

の
上
高
地
ま
で
下
山
さ
せ
る
こ
と
に

な
った
.

山
岳
部
で
は
、
昨
年
十
二
月
初
め
、
い

った
ん
捜
索
を
中
止
し
て
い
た
が
、
今

年
に
は
い
っ
て
数
次
に
わ
た
う
て
派
遣

捜
索
を
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
.

ー

体
宵
会

、
応
婬
団

で
機
関

紙
を
発
行

体
育
会
、
応
援
団
で
は
、
こ
の
ほ
ど
機

関
紙
を
発
行
す
る
ζ
と
に
な
う
距.
す

で
に
創
刊
号
は出
さ
れ
た
が
、
こ
の機

関
紙
は
お
も
に
京
大
内
で
の還
動
ク
ラ

フ
、
そ
の
応援
の
ため
に、
従
釆
]般

学
生
の関
心
が薄
か
っ
た
のを
是
正
す

る
のを
目
的
と
す
る
も
の
.
発
行
回
数

は
体
育
会
が
三カ
月
に
}度
、
応
援
団

は
年
三ー
五
圓
を
予
定
し
て
い
る
.

五
月
三
十
一日
の
全
国
学生
統
「行
動

を
一応
の
成
功
裡
に終
え
た京
都
府
掌

連
は
、
六
月十
五
日
再
び
京
大
の全
学

スト
を提
起
し
、
榮
京
の反
対
運
動
の

高
揚
に合
わ
せ
て
、
全
関
西
的
な
規
模

で神
戸
ア
メ
リ
カ
領
翔
館
で
の
座
り
こ

み抗
議
闘
争
を
提
起
し
て
い
る
。

三
十
日
現
在
、
層
学
連
は
、
再
度
核

潜
慌
港
阻
止
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

とし
てさ
ん
下
の各
大
学
に
ス
ト
ラ

イ
キ闘
争
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、

全
自
代
、
関
学
協
で
確
認

り

ゆ
φ樹

園
置
'噸 ・

 

ラ
イ
フ
ル
射
撃

六
月
九
日

新
人
戦

対
関
西
支
都
加
盟
枚
(大
阪
)

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
トボ
ー
ル

九
日

新
人
戦
対
同
大
(農
学
部
グ
ラ
ン
ド
)
一

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

八
・九
日

関
西
春

季
り
ー
グ
(大
阪
府
立
体
育
館
)

ヨ
ッ
ト

九
・十
日
対
甲
南
大
定期
戦

(西
宮
ヨ
ット
ハ
ー
バi
)

十
五
日
は
千
メ
規
模
の
学
生
を
バ
ス

で
神
戸
総
領
礁
館
に
派
遣
す
る
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
。
な
お
大
阪
府
学

連
兵
嵐
娯
学
連
で
も
同
意
見
で
あ
り

二
日
の
関
西
学
協
で
意
志
統
「の
の

ち
、
四
国
、
九
州
の
各
大
学
に
も
十

六
日
の
神
戸
結
染
を
よ
ぴ
か
け
る
こ

と
に
な
った
。

東
京
で
は
社
会
党
な
ど
が
安
保
国
民
会

議
に
よ
ぴ
か
け
て
十
五
日
に
安
保
三
周

年
記
念
集
会
を
も
ち
、
十
六
日
に
は
横

須
賀
基
地
で
の
抗
議
行
動
を
提
起
す
る

な
ど
、
十
九
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け

て
安
保
国
民
会
議
主
催
に
よ
り
運
動
の

高
揚
を
は
か
る
も
よ
う
で
あ
る
。

東
尿
都
学
連
で
も
十
五
日
に
は
都
囚

大
学
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
軸
と
す

る
四
午
人
規
模
の
動
員
で
外
務
省
座

り
こ
み
を
予
足
し
て
い
る
。

な
お
十
五
日
の
闘
争
を
確認
す
る
意
味

で
三
日
に
は
再
度
全国
自
治
会代
表
者

会
議
が
粥
京
で
も
たれ
る
。

日
本
人
の
絶
対
者
意
識

麓 綾 〒鍾
哲幸敬 六〇史彦
三享円円

進図歯

目呈録

窩
離
羅
設
畷
載

獣
理
想

社

空手

全
関
西
選
手
椿
試
合
(五
月

二十
五
日
)
に
お
い
て
、
第
一戦
、
記

録
不
信
の
ため
試
合
放
棄

ラ
イ
フ
ル

国
立
三大
学
定
期
戦
(五

　
　ニ
よよハロロ　
　
　
　
ほ
お
　
　

ニ

灘懸
こ
の
た
め
、
京
大
は
京
滋
大
学
り
ー

グ
戦
の
最
終
結
果
は
二
位

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店

①
宮
崎
市
冠
茜
「科
挙
」
(中
公
新

窟
)
②
松
本
博
一蓄
「激
動
す
る
韓

国
」
(岩波
新
謡
)
③
員
塚
茂
樹
晋

「史記
」
(中
公
新
酋
)
④
ボ
ー
ボ
ア

ール
晋
(朝
吹
登
水
子
・二
宮
ブ
サ
共

訳
)
「女
ざ
か
り
(上
)
」
(紀
国
屋

需
店
)
⑤
申
岡
哲
郎
.首
「着
い
日
の
生

き
か
た
」
(三
一
新
酋
)

生
協
書
籍
部

①
「激
動
す
る
碗
国
」
②
「科
挙
」
③

猪
木
正
文
著
「物
珂
学
人
門
」
(光
文

社
)
④
岩
波
藷
幽
「目
本
歴
史
第
七
巻

(中
世
の
3
)
」
㊧
侵
谷
部
文
雄
訳

「資
宏
論
」
(肖
不
爵
店
)

新
職
員
理
事
決
ま
る

生
協
総
代
会
は
八
日
二

五
月
二
十
～
二
十
二
日
に
わ
た
っ
て
実

肌
三
三
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㎜

望
垂
邑摯
ヨ垂
聾一σ
馨藝
蚕
§一蚕
げ

葱

麹
讐

㎜

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
一つ
に
、
作

欄
家
の
水
上
勉
氏
が
中
央
公
論
六
月
号
に
麗
い
た

㎜

『拝
啓
池
田
総
理
大
臣殿
」
と
い
う
の
があ
る
.

㎜
そ
の
内
容
は
、
聞
単
に
い
うと
、
水
上
氏
は
身
体

㎜
蹄
麗

であ
る琴

る
娘
の治
糞

に
あ
て
る
べ

㎜
く大
分
無
理
を
し
て
小
説
を
岱
いて
き
た
と
ζ

　

㎜

ろ
、
昨
牙
で
約
三
、
四
〇
〇
万
円
程
の
収
入
を
う

㎜

㎜

げ
る
ア
と
が
で
き
た
が
、
実
は
、
そ
の
約
三
分
の
一

欄

㎜

㎜
に
あ
た
る
幅、
婦O
O
万
円
程
を
税
金
に
と
ら
れ

のm
て
し
ま
う
こ
と
に
な
った
。
政
府
が
自
分
の
娘
も

　
含
め
て
多
く
の
不
幸
な
身
体
障
憲
児
の
た
め
に
税

㎜糊
金
を
使
っ
て
く
れ
る
の
な
ら
い
い
が
、
詞
べ
て
み

㎜
る
と
、
そ
の
よ
う
な
国
の
支
出
は微
々
た
るも
の

㎜蓼
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
、
自分
と
し
て

㎜鵬
は
、
娘
の
た
め
に
と
忠
っ
て稼
い
だ金
のな
か
か

㎜
ら
一、
一〇
〇
万
円
も
の税
金
を
納
め
な
け
れ
ば

㎜器
鑑
劔
鱗
雛
魏
蹄
蔽
認
馳

も
の
で
あ
る
.
も
っと
も
な
い
い
分
で
は
あ
る
ま

い
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が、
同

り
く
作
家
の
故
村
松梢
風
氏
が
、
当
時住
ん
で
い

た
鎌
禽
の
自
宅
前
の
道
路
が
い
つ
ま
でた
っ
ても

舗
装さ
れ
な
い
の
に腹
を立
て
て、
地
方
税
で
あ

る
住
民
税
等
を
支
払
わ
な
いと
冠
雷
し
て
話
題
に

な
った
こ
と
が
あ
る
。
徴
税
当
局
の
ほ
う
で
は
、

滞
納
処
分
を
強
行
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
い

納
税

者
意
識

㎜

清

水
敬

次
㎜

い
、
村
松
氏
は
村
松
氏
で
、
道
路
が艮
く
な
る
ま

で
は
意
地
で
も
払
わ
な
い
と
い
っ
て頑
張
った
の

であ
る
。
結
局
、
近
い将
釆
道
路
を
整
備
す
る
と

の確
約
を
え
て、
村
松
氏
は
税
金
を
納
め
た
の
で

あ
る
。
水
上
氏
の場
合
は
、
虹く
政
府
か
ら
「揮
復
水

上
勉
殿
」
と
い
う
の
で
返
事
を
す
る
そ
う
で
あ
る

が
、き
れ
い
ご
と
の返
事
では
困
る
の
で
覧
笑
際

の
立
法
や
行政
の
うえ
で
の納
得
ので
き
る
返
學

を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し

㎜

て
・
、
星

省
で
は
、
現
奪

・
と
全
国
の
昆

糊

不
目由
児
の
笑
数
を
調
査
し
っ
つ
あ
る
と
か
いう

の
であ
る
か
ら
、
一体
ど
う
い
う
ふ
う
にな
る
の

か縫
灘
薮
難

馨

た
㎜

ら
税
金
が
安
く
な
る
か
と
い
う
ζ
と
に
大
い
に
気

㎜

を
つ
か
う
が
、
一旦
税
金
を
納
め
て
し
ま
う
と
℃

㎜

や
れ
や
れ
・
れ
で
鼻

荏

霧

ん
だ
・
い
・

㎜

の
で
、
そ
の
あ
と
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

㎜

の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
関
心
契

変
弱
い
よ

㎜

う
に
忍
われ
る
の
で
あ
る
。
納
税
者
は
税
金を
納

㎜

め
る
ま
で
は納
税
者
で
あ
る
が
、
圏円税
金
を
納

購

め
たあ
と
は
納
税
者
で
あ
る
こと
を
や
め
てし
ま

う
ので
あ
る
.
蔓

の
水
上
氏
の場
合
も
、
村
松

㎜

氏
の
場
合
と
同
様
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ほ
か

の
問
題
も含
ま
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

㎜

そ
れ
は
別
に
し
て
、
少
な
・
と
も
税
金
の
遷

㎜

つ
い
て
の
強
い
慰

を
農

す
る
納
税
者
蕊

と

㎜

い
う
問
題
を
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

㎜

謡

轟

難

靴諜

いであろ
㎜

こ

施
さ
れ
た
職
員
理
争選
挙
は
五
月
二十

三
B
開
票
の
紀
果
、左
記
のよ
う
に
決

定し
た
。当
選
者は
前
川
嘉
一
(経
済

部
)
樋
口俺
一
(人
文
科
研
)
川
又
良

也
(法
学
都
)
富
田
三
朗
(理
学
部
)

田村
博
(工
字
部
)
三
好
正
菖
(農

学
部
)
山
本
正
生
(掌
生
部
)
三
宅
則

義
(文
学
部
)
次
点
嶺
は
加
古
三
部

(教
養
部
)
で
あ
る
。
ま
た
、
総
代
会

は
、
学
生
総
代
の
選
出
を
待
っ
て
八日

に
行
な
わ
れ
る
。

團
併
任
数
理

解
析
研究
所

教
授

害
田

耕
作
(東
大
理
学
部
教
授
)

昇
任

原
子
炉
研
究
所
助
教
授

渋
谷

巌
(栗
大
物
理
研
究
所
助
手
)

医
学

部
助
教
授

早
瀬
上
三
(医
学
郡
講
帥

)

食
糧
科
学
研
究
所
助
教
授

飯
琢

関
夫
(同
研
究
所
助
手
)

一
潅 外 出

、,張
≒:繍 。

今
西
錦
司

(人
文
科
鞄

研
教
授
)
締
纒

査
の
た
め
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
京
大
ア
フ
リ

カ
研
究所
へ

38
・6
・15
～
38
・"

・5

岡
行
俊

(工
学
部
助
教
授
)

岩
石
力
学
研
究謂
査
な
ら
び
に
、
サ
ン

貯蓄でできる心のゆとり

*第 一銀行
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タ
モ
ニ
カ
に
お
け
る
団
際
岩
盤
力
学
学

会
に
出
席
の
た
め
含
衆
国
へ

38
・6

・10
～
38
・6
・26

岡
村誠
三
(工

学
部教
授
)
高
分子
化
学
に関
す
る

研
究
調
査
、お
よ
び
、
ゴル
ド
ン研
究

会
議
招
待講
潰
。国
際
高
分
子
化
学
会

出
席
の
ため
、
米
・仏
スウ
ェー
デ
ン

へ
38
・6
・9
～
38
・7
・19

山

岡
亮
一(経
済
学
部
教
授
)
農
業
・農

業
政
策
の
調
葦
研
究
の
た
め
合
衆
国
へ

お
・4
・11
～
38
・8
・10

車
杓

敏
延
(工
学
部
助
教
授
)

高
分
子
化

学
の
研
究
調
査
と
、
ゴ
ル
ド
ン
研
究
会

議
高
分
子
化
学
部
会
出
席
、
お
よ
び
国

授
)
-欧
米
に
お
け
る
水
利
開
発
副
画

お
よ
び
水
湿
学
に
関
す
る
研
究
調
査
、

サ
ン
チ
ャ
ゴ
市
に
お
け
る
国
際
地
霞
工

学
会
の
チ
リ
会
議
に
出
席
の
た
め
、

オ
ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
へ

38
・6
・20
-

38
・?

22

上
尾
庄
次
郎
(薬
学
部

教
授
)

ヨ
ー
ロ
ソ
バ
に
お
け
る
、
有

機
桑
品
製
迄
の
研
究
調
査
お
よ
び
國
際

純
粋
・応
用
化
学
連
合
第
十
九
同
会
議

出
席
の
た
め
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ

ス
、
西
ド
イ
ツ
へ

38
・6
、
28
～
38

.8

.5

丸
南
啓
二

(ウ
イ
ル
ス

研
文
部
技
宮
)

分
化
に
関す
る
、分

、

子
生
物
学
的
研
究
調査
の
ため
合衆
国

へ

38
・6
・%
～39
・
6
・24

、
英
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
;
デ

ン
へ

お
・6
・9
～
38
・7
・25

堀
江
保
蔵
(経済
学
部
教
授
)

日本

、
東
南
アジ
ア
の
近代
化
の研
究謁
査

、お
よ
びア
ジ
ア研
究
会
主
催
セ
ミ
ナ

ー
「近代
日
本
の国
家
と
経
済
扇
榮
」

に
出
席
の
た
め
合
衆
国
へ
38
。6
・

蛤
1
38
・7
・跡

南
勲
(農
学
部
教

賊
社
会
党
の党
機
関

紙
「社
会
新
張
」
に

載
った
「月
本
の
社

会
主
義
と
護
箴
運
動

」
と
い
う
論
文
が
い

ろ
い
う
と
物
議
を
か
も
し
て
い
る
よ
う

であ
る
.
自
民
党
が
目
指
す
掻
法
改
悪

のイ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
に
対
抗
し
て
、

〃護
鑑
6
勢
力
も
目
ら
の
目
標
11
社
会

主
義
憲
法
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
た
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
あ
っ
た
ら
し

い
▼
問
題
は
各
方
面
に
払
が
っ
て
い

る
。
も
っと
も
、
こ
の
〃新
し
い
∬
力

向
を
党
中
央
は
「応
否
尼
し
て
い
る
が

政
権
獲
得
を
前
画
に
押
し
出
し
た
柱
会

党
内
の
右
か
ら
と
左
か
ら
の
マ
サグ
リ

合
い
続
行
中
、
と
い
う
と
こ
ろ
であ
ろ

う
か
。
当
然
の
こ
と
だ
が
、
自
民党
は

「まる
で鬼
の
募
皇

。
たよ
う
に
、

五月
二十
五
目
付
の党
報
「目田
民
主

」
紙
上
に
「馬
即
を
あ
ら
わ
し
た
社
《

[党
の慶
憲
」
と
題
す
る
持
μ、{謁
芦を
掲

載
、
社
ハム覚
は
や
っぱ
り
杜
会
主
我

{
"革
命
召
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の

だ
、
図
民
を
欺
く
な
(前
尾
幹
嶺
長
)

㎜と
得
意
満
面
で
あ
る
▼
屠
民
卸
の
届
直

り
は
毎
度
の
こ
と
だ
が
、
改
憲
を
阻
止
'

し
よ
う
と
い
う
側
に
と
っ
て
は
こ
の
〃

社
会
主
義
憲
法
∬
論
、
決
し
て
獣
忍
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
〃獲

一憲
4
と
い
い
ま
た
〃社
会
主
義
愚
法
を

躍
と
い
う
ジ
グ
ザ
グ
の
中
に≦
例
の
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
論
の
方
向
か
ら
、
資広
主
義

国
象
に
お
け
る法
秩
序
と
社
会
主義
国

際
募

子
化
学
会
講
演
の
た
め
米
、
仏
署

お
け
る法
秩
序
・
の同
握

・連

訂
正

本
紙
五
月
二
+
七
日
号
に

次
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

圏、
三
血
「ポ
ポ
ロ
事
件
判
決
の
反

響
」
中
、
杉
村
敏
正
夙大
教
授
の
写
冥

が
誤
って
宮
内
裕
夙
大
教
授
の
も
の
を

蔵
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
潤
露

き
に
「京
大
法
学
吊
助
教
授
」
と
あ
る

の
は
「京
大
法
学
部
教
授
」
の
誤
り
で

す
。

二
、
二
面
「否
定
さ
れ
た
大
学
自

治
」
中
、
愛
知
学
芸
大
学
と
あ
る
の
は

愛
知
大
学
の
誤
り
で
す
。

三
、
一面
、
見
出
し
で
「学
生
運
動

を
大
幅
に
索
制
」
は
明
ら
か
に
「学
生

運
動
を
大
幅
に
牽
制
」
の
誤
り
で
す
。

以
上
、
三
点
に
つ
き
右
の
よ
う
に
訂

正
し
、
ご
迷
惑
を
か
け
た
方
々
に
深
く

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
京
都
大
掌
新
聞
社

続
性
の
発見
に
懸
命
に
な
ら
ざ
る
を
得

一な
い
姿
勢
で
、
は
た
し
て
真
に
改
悪
を

　阻
止
し
得
る
の
が
疑
問
で
あ
る
か
ら
で

}あ
る
▼
惣
法
闘
争
と
は
何
か
?
端
的
に

い
え
ぱ
、
な
し
く
ず
し
的
改
憲
の
上
に

そ
れ
に
よ
うて
復
活
・強
化
さ
れ
た

国
家
権
力
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
無
権
力

の
"国
民
召
と
の
政
治
的
力
関
係
・そ

の
闘
争
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動

の
中
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
を
僕
ら
は
蚤

視
し
た
い
。
運
勤
・闘
争
を
抜
き
に
し

た
次
元
で
、
た
と
え
素
晴し
いヴ
ィジ

ョ
ン
が
生
ま
れ
た
とし
ても
、
そ
れ
が

か
っ
て
の
安
保
闘
争以
上
と
予
想
さ
れ

る
憲法
闘争
に対
す
る
最
終
的
責
任
を

負
い難
く
な
る
のは
自
明
な
のだ
。
ス

マL

な
議
会
主
義
し
か
前
提
し
な
い

と
ころ
の政
党
が
、
再
び
"乗
り
越
え

ら
れ
る
σ
の
は
も
は
や
確
冥
で
あ
る
.

、

親版のもつ最高の内容を,そ のまま手ころな使いやすさ(B6}に 縮刷,

若き学徒より,全化学関係者 一人一人のお手奄

最低の価格で提供します。

人 人のお手 もとに!'
●内 容見 本送 星●

で名讐〕B6剃 ●平均1,000頁.函 λ。ヌ騒価2,000円

予 約 特 価 各 巻1.800円"、

全 巻一 時 払寵17,000円 贈"

第1回 配 本:6月 下 旬(第1巻)一
★以後毎月1巻 ずつ順次配本.昭和39年3月下旬
第10巻まで配本完了.卿'漁

予 約 締 切:昭 和38年9月30日 隔.磯 如
★購入ご希望の方は最寄りの書店または直撰本社へ至 甘'"
急お申込み下さい。

本辞典の特色

申
ぶ

記
説
識
式

゜

を
及

゜
に
解
知
形
引

線
に
た
明
ら
的
た
索

ぶ
目
て
簡
か
統
ね
文

結
項
立
を
場
系
象
英

を
万
役
容
立
り
を

と

業
7
に
内
い
よ
典
録

工
容
究
な
広
に
事
付

学
内
研
富
で
象
と
る

化
な
て
豊
現
対
典
き

ら
富
し
い
表
の
砕
で

か
豊
記
用
な
と
る
用

学
る
を
を
易
目
れ
活

化
す
語
表
平
夏
ら
を

礎
と
国

・
,
邦
得
巻

墓
心
外
図
述
総
も
全

囲

囮
回

国

国

500余 名の執筆陣を動員した大宝典

全10巻 。予 約 募集

 

、

鑛
融
励嶺

新
発
売

共立出版株式会社
東 京都 千代 田 区神 田駿 河 台三の九
鼓替東京§5字03旙・電話渠京(29漏)7121代 慶

新 分析 化学 講 座 全12巻昆暫 蔦鵯謙 ぎ
鱒.200円

高分子実験学講座 全1倦 齢 子学会鹸
価1000～1200円 ・揃14,600円

生化学購座 全1謄委灘 か1轟編鴛学請灘

1巻 化 学 の 理 碗7僧 石 油 化 学

2巻 化 学 の 反 応19誉 化 学 の工揚

3巻 分 労 化 学10巻 生 命 の化学

5巻 暦 挽 化 学 〔続刊〕⑧無機化学.

6巻 高分 子の合 成 ④半導体と純物質

儲巻〕A5判 ・上製本・滝価600円

全10巻
【編集〕大木道則。斉藤客灌。寺田宏・水谷久一・武藤繭噸

最 近10年 間におけ るすば ら しい 化学 の進

歩 と興 味ある話題 と甲心 に平 易に解 説した

新 しい 化学

r嘱ひ醐`ゆ ● 噸 し鋤

定評ある……

化学齪係誹応

　

83

 

1



{2)(月 曜日)昭和38年(1963年)6月3日

 

蘭察1二亡単,欠5黄β

 

常(第3種郵艇物認可)

　

ノ

五
月
二
+
二
日
に最
高
禁

τ

た
「昊
ポ
沓

座
犀

」
判
決
は
、

長
い
聞
(と
く
に
昨
年
の
「大
瞥
法
」
闘
争
中
)
論
議
の
焦
点
と
な
っ
て

い
た
「大
学
の
自
治
」論
に
一応
の結
着
を
与
え
た
。
こ
の
判
決
は
警
察

権
力
の
介
入
を
合
憲
とし
大
学
の
目治
の及
ぶ
範
囲
を
狭
義
に
規
定
し
、

そ
の
結
粟
学
生
の
自
治
活
動
を大
幅
に牽
制
し
た
こ
と
は
今
後
に
大
き
な

間
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
だろ
う
。

二
)

昨
托
の大
学
留
礪
制
度
間
題
は
、国

立
大
学
の
学
長
・教
員
の人
亭
桶
を
め

ぐ
る
大
学
と
文
部当
局
と
の抗
争
で
あ

り
た
.
こ
れ
に
対し
て、
閑
大
ポ
ポ
ロ

リ

座
事
件
の
中
心簡
題
は
、
大
学
に
お
け

る
警
察
の
警
傭
情
報
収集
活
勤
の凋
法

●違
法
を
め
ぐ
る
大
学
と警
秦当
局
と

の
対
立
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん、
大
学
の

自
治
は
大
学
に
お
け
る
学
問
の
研
究
と

教
育
の
自
由
の
制
度
的
保
障
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
間
題
点
は
警
察
糧
行使
の
限

界
や
学
長
・教
員
の
人
事
檸
に
限
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
や
政
治
の諸

条
件
の
発
展
と
と
も
に
、
新
し
い
間
題

が
生
じ
て
く
る
.
例
え
ば
、
現
在
論
じ

ら
れ
て
い
る
産
学
協
同
と
か
、
外
国
か

ら
の研
究
承
金援
助
と
か
、
教
育
の
関

係
の
自主
性
と
か
の固
題が
こ
れ
で
あ

る.
し
かし
、
・こ
こで
は
問
題
を
大
学

の
自
治
と
警察
糧
力
に
限
定
す
る
。

(二
)

東
大
ボ
ポ
ロ
座
事件
は
、
昭
和
二
十

七
年
二
月
二
十
日
に
、
東
大
の構
内
で

行
わ
れ
た
劇
団
ポ
ポ
ロ
の演
劇
発
衰
会

(松
川
畢
件
を
テ
ー
マ
と
し
た
「何
時

の
目
に
か
」
)
に
、
本
富
士轡
の私
服

警
察
官
が
、
警
儒
活
助
の
目
的
で
(私

人
と
し
て
単
に
演
劇
観
賞
の
目
的
の
た

め
に
で
は
な
く
)
、
大
学
当
局
に
連
絡

す
る
こ
と
な
く
、
入
矯
券
を
買
い
求
め

て
入
場
し
た
が
、
学
生
が
こ
れ
を
発
見

し
、
逃
げ
去
ろ
う
と
す
る
警
察
官
を
そ

の
場
で捕
え、
氏
名
。冒
職
・所
属
警

景署
など
を確
か
め
る
た
め
に
、
「わ

ず
か
に片
手
を
おさ
え
、
着
衣
の
襟
を

引
い
た
」
り
「
一時
警
察
手
帳
を
取
り

上
げ
」
た
「暴
力行
為
等
処
罰
二
闘
ス

ル
法
律
」
湛
屡
仮告
購件
で
あ
る
.

し
か
し
、
こ
の警
察
手
帳
に
よ
っ

て
、
第
貯響
判
決
が
認
定し
た
よう

に
、
「東
獄
警
視
庁
管
下
本
冨士
響
察

署
警
儒
係
員
は
久
し
き
以
前
よ
り
(そ

第1153

立
入
っ
て
、
張
込
、
尾行
、
密
行
、
牽

聴
等
の
方
法
に
よ
っ
て
学内
の情
勢
を

視
察
し
、
掌
生
、
教
職
員
の思
想
動
向

や
背
後
関
係
の
調
査
を
為
し
、学
内諸
.

団
体
並
び
に
団
体
役
員
の
動
向
、
学
内

集
会
の
模
様
、
状
況
等
に
つ
い
て
常
時

広
汎
、
刻
明
な
査
察
と
監
視
を
続
け
て

来
たも
ので
あ
り
、
昭
和
二
十
七
年
二

月
二十
一日
当
日
劇
団
ポ
ポ
ロ
の
演
劇

発
衷
会
に入
場
し
たの
も
右
の
如
く
長

期
間
に
亘
り恒
常
的
に
行
わ
れ
て
来
た

学
内
内
偵
活
勤
の
一部
を
為
す
も
の
で

の
正
確
な
日
時
は
当
公
廷
に
顕
出
さ
れ

た
証
拠
よ
り
は
厳
密
に
確
足
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
少
く
と
も
昭
和
二

十
五
年
七
月
架
頃
以
降
)
、
そ
の
管
内

に
あ
る
禦
以
大
学
の
構
内
に
お
い
て
、

警
偏
情
報
収
集
のた
め
の
警
察
活
動
を

続
け
て来
たも
ので
あ
って
、
そ
の
警

察
活
駒
た
る
や
、私
服
の警
備
係
員
数

名
が
殆
ん
ど
連日
の如
く
大
学
構
内
に

基本的人権の一支柱

不要な教官・学生間の峻別
太
紙
で
は
、前
号
で
累件
の経
過
と
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
解
説
し
た

が
、
今
度
の
判決
に
〃勇
気
"つ
い
て
今
後
ま
す
ま
す
露
骨
な
形
で
誓
察

権
力
が
学
内
に介
入
し
てく
る
こと
が
予
想
さ
れ
得
る
現
地
点
で
、
大
学

の
自
治
と
警
察権
力
の間
題
に
つ
いて
考
渠
す
る
こ
と
は
急
務
を
要
す
る

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
(編
集
部)

杉

村

暴
行
等
の
可
罰
的
違
法
類
翌
に
該
当
す

る
か
に
み
え
る
学
生
の
行
為
は
、
学
問

の自
由
、
大
学
の
自
治
の
擁
護
の
た
め

の
「正
当
な
行
為
」
と
し
て
、
違
法
性

を脱
却
さ
れ
る
か
を
判
示
す
る
も
の
と

し
て、
注
目
さ
れ
た
ので
あ
る
。

以
下
、
最
高
裁
判
決
を
中
心
と
し

て
、
私
見
を
述
べ
る
が
、
判決
全
文
を

入
手
し
て
い
な
い
の
で
、
朝目
新
聞
で

報
導
さ
れ
た
判
決
要
旨
に
依
る
。
ま

た
、
紙
面
の
都
台
上
、
最
庇
裁
判
決
の

多
数
憲
見
だ
け
を
取
り
上
げ
る
か
ら
、

右
の
第
二
点
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

(三
)

ま
ず
、
大
学
に
お
け
る
学
問
の
目
由

に
つ
い
て、
最
高
裁
判
決
は
「大
学
の

学
問
の
自
由…
は
大
学
が
学
術
の
中

心
と
し
て
翼
理
を
探
究し
、専
門
の学

問
を
教
授
研
究
す
る
こ
と
を応
質
と
し

て
い
る
か
ら
、
直
接
に
は
教
授
や研
究

者
の
研
究
、
そ
の
結
果
の
発
表
、
研
究

結
果
教
授
の
自
由
…
を
意
昧
す
る
と
解

あ
り
、
そ
の
一環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
であ
る
」
こと
が
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
ため
に
、
こ
の
事件
の
判
決
は
、
第

一
に
、
警備
活動
と
い
う
名
目
の
下
に

行
わ
れ
る
こ
の
種
の継
続
的
な
警
察
冒

の
大
学
構
囚
へ
の
立入
り
は
、
一般

に
、
学
問
の
自
由
、
大
学
の
目治
を
侵

犯
す
る
幽
憲
・違
法
な
も
の
か
、
ま

た
、
具
体
的
に
は
、
ポ
ポ
ロ座
の演
劇

発
表
会
へ
の
立
入
り
は
、
遮
憲
・違
法

な
も
の
か
、
第
二
に
、
ポ
ポ
ロ
座
の演

劇
発
表
会
全
て
の
立
入
り
が
魂憲
・違

法
と
す
れ
ば
、
一見
、
逮
捕
、
監
禁
、

敏

正一

 

と
し
、大
学
の学
生
が
一般
の国
民
以

上
に
学問
の
目
由
を
享
伺す
る
こ
と
の

で
き
る
の
は
、
大
学
教授
や研
究
者
の

有
す
る
特
別
な
学
間
の
目
由
の
効
果
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
考
え

方
に
立
て
は
、
大
学
の
学
生
は
、
直
接

に
は
、
大
学
に
お
け
る
学
問
の
自
由
と

い
う
幽
不
的
人
権
を
享
有
す
る
も
の
で

な
く
、
そ
れ
は
単
な
る
反
射
的
効
果
で

あ
り
、
政
治
権
力
な
い
し
警
祭
権
力
に

ょ
る大
学
に
おけ
る
学
問
の
目
由の
侵

害
に
対し
て
、
自
己
の権
力慢
轡
を
主

張
し
褐
な
い
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
政
治
権
力
な
い
し
警
祭
権

力
に
よ
っ
て
大
学
に
お
け
る
学
間
の
自

由
が
慢
轡
さ
れ
た
場
台
に
は
、
大
学
の

学
生
と
し
て
は
、
そ
れ
目
体
を
攻
曝
す

れ
ぱ
よ
く
、
自
己
の
基
本
的
人
権
の
侵

害
か
間
接
の
反
射
的
殉
果
の
侵
冨
か
は

問
題
にす
る
に
足
ら
な
い
が
、
基
本
的

人
椎
の尊
璽
と
擁
護
の義
務
を
果
す
こ

と
を
最
も
期
待さ
れ
る
最
高
裁
判
所
が

人
権
保
障
規
定
を
そ
の
内
拶
を
盛
り

込
む
と
い
う
方
向
で
解釈
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
間
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
大

学
の
学
生
が
講
議
を
き
く
こ
と
に
よ
り

真
突
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
教

さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、大
学
の
本質
は
、
学
校
教
青
法
第

五
二
条
にも
規
定す
る
よ
う
に、
最
高

裁
判
決
のい
う
と
お
り
であ
ろ
う
。

し
かし
、第
一に
、学
問
の自
由
に

つ
い
て
述
べ
る
場合
は
、学
問
の自
由

と
い
う
甚去
的
λ権
が
如何
なる
歴
史

的
な
抗
争
の
結
果
と
し
て
承
認さ
れる

に
至
っ
た
か
、
ま
た
、
学問
の
目由
を

慢
轡
す
る
国
家
擢
力
の行
使
の
態度
の

如
何
を
嚢

す
る
こ
と
こ
そ
が
、問
題

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
判
決

は
、
昭
和
二
五
年七
月
末
ご
ろ
から
二

七
年
七
月
二
〇
日
ま
で
、
ほ
とん
ど、

連
目
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
警
察
冒

の
学
内
内
偵
活
動
の
事
実
と
、
ポ
ポ
ロ

座
事
件
で
の
警
察
官
の
立
ち
入
り
が
、

こ
の
恒
常
的
な
学
内
内
偵
活
動
の
一環

と
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
第
一番
の
認

定
を
、
全
圓的
に
無
視
し
て
い
る
。

第
二
に
、
最
高
戴
判
決
は
、
大
学
に

おけ
る
学
同
の
自
由
と
は
、
直
接
に
は

教
授
や胡
究
省
の
研
究
、'そ
の
績
果
の

発表
、
研
究
結
果
教
授
の
目由
で
あ
る

授
や
研
究
者
の
研
究
の
臼
由
と研
究
結

果
教
授
の
目
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か

ら
と
も
い
え
る
が
、
学
生
が
大
学
で
学

ぶ
の
は
、
ま
さ
に
、
夏
異
を
知
る
た
め

で
あ
って
、
政
治
権
力
の
不
当
な
介
入

に
よ
り
、
研
究
の
自
由
と
研
究
結
果
教

授
の
目
由
が
侵
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
曲

げ
ら
れ
た
調
義
を
き
く
た
め
で
な
い
.

学
生
が
真
実
を
知
る
こ
と
は
、
国
民
社

会
の
将
来
を
に
な
う
.首の
教
育
と
し
て

必
緊
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
国
民
一

般
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
大
学
に
お
け
る
学
問
の

自
由
を
誌
る
場
合
に
、
教
授
や
研
究
者

と
学
生
と
の
聞
に
お
け
る協
同
的
な
学

問
研
究
に
よ
る
学
問
の
進
歩
の
要
素
を

別
にし
ても
、
とく
に
、
教
授
と酬
究

者
は
大
学
に
おけ
る
学問
の
目由
の享

受
噴
であ
り
、
学
生
は
そ
の
効
果
の
享

受
首
と駿
別
す
る
必
要
は
な
い
で
は
な

い
か
。第
一審
判
決
は
、
こ
の
点
に
っ

い
て
「学
間
の
姻
究
並
び
に
教
育
の
場

と
し
て
の
大
学
は
、
警
察
権
力
乃
至
政

治
勢
力
の
干
渉
、
抑
圧
を
受
け
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
恵
昧
に
お
い
て
学
生
、

教
員
の学
問
的
活
動
一股
は
自
由
で
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

(四
)

っ
ぎ
に大
学
の
自治
に
つ
いて
は
、

最高
裁
判
決
は
、
「大
学
で
の
学問
の

自
由
を
保
陣
す
る
た
め
に
、
伝
統
的
に

大
学
の
自
治
が
認
め
ら
れ
て
いる
.
こ

の
自
治
は
、
特
に
教
授
そ
の
他
研
究
者

の
人
事
に
関
し
て
認
め
ら
れ
、
ま
た
施

設
と
学
生
の
管
瑠
に
つ
い
て
も
、
あ
る

程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
」
。
「大
学
の

自
治
は
、
直
接
に
は
…
こ
れ
ら
(教
授

や研
究
者
の
研
究
、
そ
の
結
果
の
発
表

研
究
結
果
教
授
の含
由
)
を
保
障
す
る

た
め
の
目
治
を
意
殊
す
る
と
解
さ
れ

る
」
と
述
べて
いる
.
も
ち
ろ
ん
、
大

学
の
目治
が
大
学
で
の掌
間
の
目由
を

保
障
する
ため
に
、伝
統
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、最
高
藏判
決
の
い

う
と
お
り
で
あ
る
.
そ
し
て
、
そ
の
い

う
施
毅
と
学生
の管
瑚
に
つ
い
て
の大

学
の
自
治
と
警
察
権
力
と
の
関
係
が
、

本
件
で
は
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が

大
学
の
施
設
と
学
生
の
智
理
糎
が
あ
る

程
度
認
め
ら
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

は
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
.
最
高

裁
判
所
と
し
て
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う

に
、
間
題
を掌
内
の
集
会
に
限
定
し
、

「集
会
が
真
に
学
間
的
な
研
究
ま
た
は

そ
の結
果
の発
喪
のた
め
の
も
の
で
な

く
、実
社
会
の政
治
的
、
社
会
的
活
勘

に
あ
た
る行
為
をす
る
場
合
に
は
、
大

学
の
有
す
る
特別
の学
問
の自
由
と
自

治
を
寧有
し
な
い
」
と
す
る
の
であ
る

か
ら
、
本
件
の
判
決
に
あ
た
っ
ては
、

旛
設
と
学
生
の
管
琿
に
つ
い
て
み
と
め

ら
れ
る
大
学
の
自
治
に
つ
い
て
は
、
評

論
の
必
要
な
し
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
.

こ
れ
も
、
最
高
裁
判
所
が
二
年
聞
に

わ
た
る
警
察
官
の
索
大
学
内
の
内
偵
活

動
と
、
ポ
ポ
ロ
座
硝
件
で
の
警
察
官
の

立
入
り
が
こ
の
継
続
的
な
学
内
内
偵
活

動
の
一部
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う

事
実
を
黙
殺
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
点
に
つい
て
は
、
次
の
第
一

審
判
次
が
注
目
さ
れ
る
.
「特
定
の
昌

体
的
な
一般
犯
罪
捜
査
の
た
め
、
法
の

定
め
る
正規
の手
続
に
従
って
警
察
樒

が
大
学
内に
お
よ
ぶ
こと
は
、
も
と
よ

り
別
論
で
あ
る
し
、ま
た、
学
生
、
教

職
員
の
外
一般
人
が多
数
随
意
に
出
入

し
て
い
る
広
大
な
構
内
に
おけ
る
一般

犯
罪
の
予
防
や
、
[般
的
治
安
の
保
抽

の
た
め
、
制
服
警
官
が
構
囚
を
バ
ト
ロ

ー
ル
す
る
如
き
こ
と
は
、
警
察
の
当
然

の
責
務
で
あ
って
、
大
学
当
局
も
こ
れ

を
拒
白
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
.
し
か

し
、
大
学
の
研
究
、
請
義
、
演
習
、
そ

の
他
学
生
の
自
治
活
動
等
す
べ
て
、
学

問
、
教
育
並
び
に
学
習
の
場
と
し
て
の

大学
の本
釆
的
職
賃
に本
質
的
関
運
を

有
す
る
事柄
に
つ
い
ては
、第
一次
的

に
は
大
学
の
自治
と
責
任
に
お
い
て問

題
が
処
理
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
警備

活
動
の
名
に
よ
る
警
察
椎
力
の
介入
、

干
渉
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」
.

「学
問
の
自
由
を
確
保
し
、
学
問
と
教

麿
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は
…
学
内

の
秩
序
が
み
だ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る

場
合
で
も
、
そ
れ
が
掌
生
、
教
員
の
学

問
活
動
お
よ
び
教
冑
活
勘
の
核
心
に
関

連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
大
学

内
の
秩
序
の
維
掩
は
、
緊
急
止
む
を
得

な
い
場
合
を
除
い
て
、
第
一次
的
に
は

大
学
学
長
の
責
任
に
お
い
て
、
そ
の
管

理
の
下
に
処
琿
さ
れ
、
そ
の
自
律
的
措

置
に
任
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
も
し
も
大
学
当
局
の能
力
に

お
い
て
処
理
し
措
置
す
る
こ
と
が
困
難

な
い
し
不
可
能
な
場
合
に
は
、
大
学
当

局
の
要
馴
に
ょ
り
警
祭
当
局
が
出
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
.
そ
こ
で
第

一に
鰻
高
裁
判
決
で
は
、
施
設
と
学
生

の
管
理
の
面
に
お
け
る
大
学
の
目
治

が
、
あ
る
糧
度
、
詞
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
、
こ
れ
に
対
す
る
警
察
の

警
備
活
動
の
具
体
的
限
界
は
不
明
で
あ

り
(
こ
のあ
る
糧
度
の
施
設
と
学
生
の

管理
擢
も
「実
社
会
の政
治
的
、
社
会

的
活
勤
にあ
たる
行
為
」
に
つい
て
は

全
面
的
に排
除
さ
れる
)
第
二に
、
第

一番
判
決
が、
学
生
の自
治
活
劃を
「

学
生
の
学
問
的
精
神
を鍛
冶」
し
「学

生
目
ら
の
自
由
な
自
治
的
、
実証
的
訓

練
に
よ
る
学
問
的
精
神
の
体
得
」
を
得

さ
せ
る
た
め
の
教
膏
と
み
て
、
学
生
の

自
治
活
助
に
対
す
る
警
察
榴
力
の
介
入

・干
渉
の
拒
査
を
、
大
学
の
自
治
の
一

内
容
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
最
署

裁
判
決
は
、
大
学
の
掌
生
を
大
学
の
目

治
の
制
度
の
直
接
の
受
益
者
と
み
ず
、

そ
の
受
け
る
利
益
を
大
学
の
教
授
や
研

究
者
の有
す
る
特
別
な
大
学
の
自
治
の

反
射
的
効
果
と
し
て
い
る
.

政
治
的
活
動
は
当
然

問
題
点

蟹

6

昌
●

集
会
の
自
由
と
の
関
係

(五
)

つ
ぎ
に
大
学
で
の
学生
集会
と大
学

に
お
け
る
学
問
の
目
由
お
よ
び大
学
の

自
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判

決
は
、
「大
学
で
の
学
生
の
集
会
も
、

右
の
範
囲
に
お
い
て
(大
学
の
教
授
や

研
究省
の
有
す
る
特
別
な
学
閻
と
自
由

の効
巣
の範
囲
に
お
いて
)
自
由
と
自

治
を
認め
られ
る
も
の
であ
って
、
学

生
の
集
会
が
真
に
学問
的な
研
究ま
だ

は
そ
の
紬
果
の
発
表
の
た
め
の
も
の
で

な
く
、
実
社
会
の
政
治
的
、
社
会
的
活

鋤
に
あ
た
る
行
為
を
す
る
場
合
に
は
、

大
学
の
自
す
る
特
別
の
学
問
の
目由
と

自
治
を
享
賛
レな
いと
いわ
な
け
れ
ば

な
らな
い。
ま
た
そ
の集
会
が
学
生
の

み
の
も
の
でな
く
、
一般
の
公
衆
の
入

場
を
許
す
場
合
に
は
む
し
ろ
公
開
の
集

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
庄
目

し
な
が
ら
個
々
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
あ
る
問

題
は
も
は
や
個
別
的
把
握
に
よ
っ
て
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
の
だ
、
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
が
って
五
・
三
}闘
争
の
成
果

を継
承
す
る
に
は
、
個

の々
同
題
が
持

っ
深
皮
を科
学的
に
分
析
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
の
連
関
を
逼
求
する
方
回

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
はな
か
ろ

う
か
。

…
二
呂

そ
し
て
、
学
生
運
動
の
環
題
は
、
大

き
く
区
分
す
る
な
ら
は
三
つ
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

第
一は
、
平
和
運
甥
の
再
建
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
戦
後
、
各
大
学
に

学
生
自
治
会
が
新
し
い
出
発
誉
し
て
以

来
、
そ
の
運
台組
絨
で
あ
る全
字
運
は
迷
は
そ
の極
に
達
し
た
と
い
っ
て
よ
と
は
不
可
能
であ
る
と
い
う
こ
と
を
平

き
に
わ
れ
わ
れ
学
生
運
動
が
いか
に
総

「き
け
わ
だ
つ
み
の
μ
」
に
代
表
さ
れ

い
。
学
生
運
劒
が反
戦
・平
和
の運
勤

和運
動再
建
に対
し
て特
に銘
記
す
る

合
的
に取
り
組
ん
で
いけ
る
か
と
い
う

る
]い
戦
争
体
験
を
バ
不
と
し
て
、
自
、
を
安
保
闘
争
の
な
か
で対
権
力闘
争
と

必
要
があ
る
だろ
う
。

こ
と
であ
り、
ま
た
、
そ
の
ため
に
、

ら
の
耐
を
反
戦
、
平
和
と
し
て
位
雄
つ

い
う
と
こ
づ
ま
で
押
し
進
め得
、
そ
し

三
二…

全
学
連
の再
建
を
意
識
的
に押
し
進め

け
た
の
だ
っ
た
。
以
来
、
「平
和
と
民

て
そ
の
敗
北
の
故
に
組
織
的
活
解
体
を

こ
こ
か
ら
、
第
二
、
第
三
の
問
題
を
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

主
主
戎
、
よ
り
よ
き
学
園
生
活
の
た
め

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
紹
験
の

提
起
し
た
い
。

る
.
そ
し
て
、
す
で
に
共
産
党
は
自
ら

に
」
と
い
う
目
標
の
も
と
に
、
幾
展
な

の
ち
に
で
あ
っ
た
.
そ
し
て
、
こ
れ
ら

第
一,段
で
指
摘
し
た
よ
う
な
日
本
資

の
セ
ク
ト
の下
に
全
学
連
再
建
を
行
な

ら
ず
権
力
の
反
動
攻
勢
に
た
ち
同
っ
た

の
上
に
さ
ら
に
、
米
ソ
核
災
験
に
対
す

本
主
義
的
憲
法
改
悪
に
よ
っ
て
国
家
糧

お
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
陰
謀
を
わ

天
皇
を
尿
大
同
学
会
が
「半
和
を
守

る
共
産
党
の
組
織
的
な
ソ
連
核
実
験
支

力
の
拡
大
・強
化
を
健
進
せ
ざ
る
を
得

れ
わ
れ
自
身
の
た
た
か
い
の
中
で
粉
砕

れ
」
の合
唱
で
迎
え
た
の
も
、
砂
川
基

持
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
加
わ
り
、
現

な
い
と
い
う
側
画
に
突
き
進
ん
で
い
る

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
に

地
反
対
闘
争
に
実
力
で
起
ち
上
った
の
在
、
日
本
の
乎
和
運
動
の
組
織
的
基
礎

と
き

平
和
運
勤
は
も
は
や
単
諏
る
平

も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
.

も
、
これ
ら
反
戦
意
識
やバ
系と
し
た
は
失
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

和
カ
ン
パ
ニア
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
検
酎
の
た
め
に

学
生
の
厚層
σ
と
し
て
の運
動
であ
っ

し
か
し
、
問
題
の米
核
潜
水
駈
寄
港

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
平
和
運
動
そ
れ

五
.三
一闘
争
に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ

た。

問
題
が
六月
二十
五
日
の閣
議
漂
認
と

自
身
と
し
ては
徹
底
的
な
抵
抗
運
動
へ
自
然
発
生
的
な
危
機
意
識
に
し
か
依
拠

し
か
し
、
一方
、
唯
一の
被
爆国
と

い
う段
階
を
む
かえ
る
に当
り
、過
去

の
意
識
的
推進
と
と
も
に、
改
憲
阻
止

し
得
な
か
っ
た危
険
性
を
克
服
す
る意

い
う
反
核
異
験
核
戦
争
の
危
機
意
識
を

の
こ
れ
ら
二
つ
の問
題
i
す
な
わ
ち
、

闘
争
へ
の
志
向
が
要請
さ
れ
る
の
であ

昧
で
、
各ク
ラ
ス
にお
け
る闘
争
委
、

自
然
発
生
的
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
¥

平
和
運
勤
の
出
発
点
の
確
認
、
セ
ク
ト

る
。
米
核
潜
織
器
港問
題
が
持
っ
て
い

ま
た
は
昨
年
の同
じ時
期
に提
起
さ
れ

情
の
下
に
、
世
界
原
水
禁
運
動
の
イ
ニ

に
よ
る
妨
署
と
潔
生
運
動
の
特
殊
的
役

る
究
極
的
問
題
も
こ
こ
に
あ
る
と
い
え

た
「憲
研
』
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

シ
ア
を
と
っ、て
き
た
原
水
協
は
つ
い
に

割
、
そ
の
対
権
力
闘
争
へ
の
脱
皮
と
い

な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
必
要
を
訴
え
た
い
.

こ
の
三
月
に
解
体
し
馬
平
和
運
動
の
混

う
問
題
を
不
問
に
付
し
て
前
進
す
る
ζ

二
つの
問
題
と
は
憲
法
改
悪
へ
の
動

の
研
究
の
結
果
の
発
敦
や
、
知
亭
選
挙

に
お
け
る
違
反
行
禍
の
実
態
醐
査
の
紬

果
の
発
表
は
、
ど
ち
ら
に
属
す
る
の

か
.
右
の
両
者
峻
別
の
論
翔
は
、
現
圧

の
「科
学
者
の
社
会
的
買
任
論
」
と
正

面
か
ら
衝
突
す
る
も
の
を
も
っ
て
い

る
.
こ
の
点
、
第
一審
判
決
は
「定
来

学
間
、
数
育
は
国
民
生
活
の
全
分
野
に

亘
る
べ
き
も
の
で
あ
って
、
現
代
国
家

に
お
い
て
は
、
国
民
の
す
べて
の
生
活

が
、
好
むと
妊
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、

政
治
に関
連
し
て
米
て
いる
の
で
あ
る

か
ら
、学
問
的
活
動
や教
育
活
動
に
し

て政
治
よ
り
全
く
隔絶
し
、そ
れ
と
の

関連
性
を
完
全
に
趣
断
し
たも
のを
考

え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
.学
生
が

政
治
的
、
社
会
的
事
象
に
関
心
を
器せ

研
究
の
対
象
、
題
材
を
広
く
政
治
や柱

会
に
求
め
、
こ
れ
を
学
内
活
勘
に
お
い

て
、
広
い
意
味
に
お
け
る
学
問
的
立
場

よ
り
研
究
的
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、
学

習
の
自
由
の
翼
要
な
囚
容
の
一つ
を
な

す
も
吸
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

正
論
で
あ
ろ
う
.

第
二
に
、
も
し
、
最
高
裁
判
決
の
い
う

よ
う
に
、
学
問
の
集
会
を
「灸
社
会
の

政
治
的
、
社
会的
活
動に
あ
た
る
行
為

をす
る場
台」
と
「真
に学
問
的
な
研

究
ま
た
は
そ
の結
果
の
発
表の
ため
の

も
の
」
に
明
碓
に
〆
別
し
得る
と
し
て

も
、
そ
れ
が
公
開
で
あ
っ
て警
察
官
の

立
入
が
適
法
視
さ
れ
る
と
す
れ
は
、
そ

単園評論

各
ク
ラ
ス
に
闘
争
委
を

平
和
運
動
再
建
憲
法
闘
争
の
た
め
に

…
一…

五
月
三十
言
[の
全
国
掌
生
統
一行

動
日
に
は
、
爽
駅
、
関
西
を
申
心
に
、

北は
北
海
道
か
ら
用
は
九
州
の
各
大
学

に
お
い
て
、昨
年
の大
留
法
闘
争
の
十

一
・三
十
統
一行
助
以
釆
の
多
く
の
学

生
が
参
加し
、ポ
ポ
ロ判
決
に
対
し
て

米
核
潜
艦
窃
港
岡題
に対
し
て
、
そ
し

て
日
斡
会
談
に
対
し
て
対榊
力
闘
争
に

起
ち
上
っ
か
こ
と
は
、
学
生
週
動
の混

迷
、
平
和
運
勤
の
崩
壊
が
い
わ
れ
て
い

る
今
日
、
決
し
て
渤
小
評
価
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
.

な
か
ん
ず
く
尿
都
府
掌
連
に
お
い
て

は
、
京
大
工
学
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
中

心
に
、
殉
圃
ヵ月
余
の
ク
ラ
ス
討
騙
の

薔
積
の
上
に
築
か
れ
たも
の
で
あ
った

と
い
う
点
か
ら
、
多
く
の学
生
昂ま
き

こ
ん
だ
闘
争
で
あ
っ
た
点
か
ら
、高
く

評
価
さ
れ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
.

.
日
鱒
会
談
、
米
核
潜
撒
、
ポ
ポ
ロ
判

決
と
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
出
さ
れ
て
き

た
閲
題
は
、
ど
れ
一つ
を
も
軽
視
し
て

よ
い
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
昨
先
秋
の

貿
易
目由
化
断
行
以
来
、
I
M
F
八
条

閑
移
項
問
題
を
先
鋒
と
す
る
市
埼
狸
得

競
争
へ
の仲
閥
入
り
、
そ
の
た
め
の
持

定
蘇
菜
張興
法
制
足
への
動
き
、
再
燃

す
る
轡
備
投
資
(特
に公
共
投
資
)
等

々
、
日
本
資
本
主
義は
よ
り
一膚
の
飛

躍
・発
展
を
自
ら
の
螺題
と
し
てい
る

と
い
3
事
欄
が
そ
の底
嚢

概ん
で
い

会
と
み
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て

いる
。
そ
し
て
本
件
最
高
裁
判
決
で
は

東
大ポ
ポ
ロ座
の瀕
劇
発
表
会
は
右
の

「実
荏
会
の
政
治
的、
社
会
的
活
動
に

あ
た
る
行
為
をす
る
場合
」
と認
足さ

れ
、
そ
の
瑚
由
と
し
て
、
そ
れ
が
反
橿

民
地
闘
争
デ
ー
の
一環
と
し
て
行
わ
れ

演
劇
の
内
容
も
松
川
亭
件
に
取
材
し
、

開
演
に
先
立
って
松
川
嶺
件
の
資
金
カ

ンパ
を
行
な
った
畢
笑
を
あ
げ
て
い
る

が、
政
治
的
対
立
の
激
し
い
こ
の
時
代

に、
演
劃
を
研
究
す
る
学
生
が
松
川
事

件
に
取材
す
る
のは
当
然
で
あ
って
、

落
路
や
思
臣蔵
な
ど
を
上
演
す
る
よ
う

で
は
、
反
っ
て
、大
学
教
育
の効
果
が

疑
問
視
さ
れ
る
で
あろ
う。

第
一に
、
こ
の
最
高
裁
判
決
か
ら
み

れ
ぱ
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
教
員
や
研

究
者
の
集
会
そ
の
他
の
学
内
活
勤
に
つ

い
て
も
「夷
社
会
の
政
治
的
・社
会
的

活
勤
に
あ
た
る
行
動
を
す
る
場
合
」
に

は
、
大
学
の有
す
る
特
別
の
学
問
と
自

治
を享
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
な

に
が、
「翼に
学
問
的
な
研
究
ま
た
は

そ
の
結
果
の発
蓑
のた
め
のも
の」
で

あ
ろ
う
か
.
旦
下、
問
題
と
な
っ
て
い

る
米
国
潜
水
縁
の陳
子
炉
の
安全
性
に

つ
い
て
の
発
表
O
、
憲
法
改
正
の
是
非

の
警
察
官
が
当
該
集
会
の
警
傭
の
ほ
か

に
学
内
の
内
偵
活
蜘
を
し
な
い
と
い
う

保
障
は
、
ど
う
し
て
得
ら
れ
る
の
か
.

昭
和
二五
年
七
月
朱
ご
ろ
以
降
の警
薦

活
動
は
、決
し
て
、
学
生
の集
会
が
「

実
社
会
の政
治的
、
社
会的
活
勤
にあ

た
る行
為
を
す
る
場
合
」
だ
け
の
警備

活
動
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
、第
一番

判
決
で
明
ら
か
で
あ
る
.

(
六
)

終
り
に
補
足
意
見
に
つ
い
て
、
一言

す
る
。
横
田
(喜
)
裁
判
畏
以
下
六
名

の
裁
判
冒
は
ポ
ポ
ロ
歴
演
劇
発
表
会
へ

の
警
察
冒
の
立
入
り
は
、
大
学
の
学
閻

の
自
由
と
目
治
の
侵
犯
で
な
い
と
断
定

し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
垂
水
裁

判
官
は
、
「た
と
え
、
こ
の
箏
件
で
警

察
官
が
自
分
の
身
分
を
か
く
し
て
入
場

し
た
こ
と
が
、
大
学
の学
芸
研
究
の目

由
の慢
轡
で
あ
る
と
し
て
も
」
と
レ
、

横
田
(正
)
裁
判
冒
は
、
「大
学
の施

設と
学生
の管
理
に関
す
る
闘治
の種

能は
純
然
た
る学
問
の研
究
、
そ
の結

果
の
発
表
だ
け
に
限
足
さ
れ
るも
の
で

は
な
い
.
大
学
は
字
生
の
目
治
浩
勤
に

つ
い
て
も
指
導
し
、
監
督
す
る
椎
限
と

貴
任
を
持
つ
」
と
し
、
入
江
裁
判
沼
以

下
四
名
の
裁
判
官
は
、
「警
察
冨
が
警

察
冒
職
務
執
行
法
六
条
の
立
ち
入
り
権

に
よ
ら
ず
、
単
に
警
備
情
報
収
集
を
目

的
と
す
る
警
察
活
動
を
行
う
た
め
、
本

件
集
会
に
立
入
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え

学
間
の
自
由
な
い
し
大
学
の
目
治
を
慢

害
し
た
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
憲
法

の
保
瞳
す
る
集
会
の
目
由
を
侵
箸
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
と
は
断
し
が
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
最
後
の
禰
足
意
見
は
、
ポ
ポ
ロ

座
演
劇
発
表
会
が
、
「実
社
会
の
政
治

的
、
社
会
的
活
動
に
あ
たる
行
為
を
す

る
場
合
」
に
当
り
、
大
学
の
有
す
る
特

別
の学
問
の
自
由
と
自
治
を
享
月せ

ず
、
か
つ
、公
開
であ
っ
た
こ
と
を承

認
し
た
上
で
、す
なわ
ち
、
公
会
堂
や

興
渠
場
で
の
一般
の
公
開
集
会
と
同
刷

視
し
た
上
で
、
警
賑
法
六
条
二
項
の
公

開
時
聞
中
の
犯
罪
予
防
・
危
轡
の
予
防

の
た
め
の
警
察
冒
の
立
入
り
要
求
柵
を

行
使
せ
ず
に
(こ
の
場
合
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
れ
ば
立
入
り
を
拒
否
し
得

る
)
隠
密
の
薪
備
情
報
収
集
の
た
め
立

入
った
こ
と
を
、
築
会
の
目
由
の
慢
轡

の
点
で
問
題
を
し
て
い
る
.
私
は
こ
の

四
名
の
裁
判
冒
が
右
の
警
察
冒
の
立
入

り
を
集
会
の
臼
由
の
侵
皆
と
断
定
す
れ

ば
、
集
会
の自
由
と
警
察
椎
力
と
い
う

琶
大
な
問
題
に
つ
い
て
、
肩
力
な
慧
見

と
な
っ
たも
の
と
思
う.

最
高
裁
は
政
権
擁
護
の
府
か

(
七
)

警
察
官
に
よ
る
警
傭
個
報
収
集
活
助

は
、
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
共
産
見
・

労
働
組
台
・各
種
の
平
和
王
義
的
・民

主
主
義
的
団
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
(そ
の実
態
に
つい
て
は
、
杉

村
・宮
内
・岡
崎
編
「戦
後
秘
密
警
察

の笑
態
」
三
一欝房
を
参
照
さ
れ
た

い
)
。
そ
れ
は
、
具
体
的な
犯
罪
の発

生
の
予
防
の
目
的
だ
け
に
、限
定
さ
れ

て
い
な
い
.
そ
れ
は
、
現
在
の政
権
保

持
者
の
感
想
や
政
策
に
反
す
る
思想
な

り
勲
同
な
り
の
調
査
で
あ
り
、
現
在
の

政
権
保
持
者
の
勢
力
を
維
持
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
政
治

的
な
警
備
11
公
安
警
察
で
あ
る
。
ポ
ポ

ロ
座
事
件
で
問
題
で
あ
った
の
は
、
ま

さ
に、
こ
の種
の政
治
的
な
秘
密
警
察

の違
憲
性
・遮
法性
にあ
った
.
最
高

蔵
哨決
は
、ポ
ポ
ロ
座
酒劇
発
衰
会は

一般
の
公
開
災
会
と
同
様
で
あ
る
か
ら

大
学
に
お
け
る
学
間
の
目
由
と
自
治
と

無
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
で
あ
っ

て
、
こ
の
穐
の
政
治
警
察
活
動
の
政
治

警
察
活
動
を
黙
殺
し
、
集
会
の
目
由
の

問
題
も
無
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東

京
都
公
安
条
例
の
合
憲
判
決
で
、
同
条

例
の
規
定
で
は
、
公
寮
虫
員
会
に
よ
る

職
権
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
合
窟

であ
る
と
し
た判
決
と
、
行
政
糀
力
に

対
す
る信
頼
の
強さ
と
、
国
民
の基
本

的人
構
の尊
重
・擁
護
の
慧識
の薄
弱

さ
の
点
で
、
同
一の
餓
向
に
属す
る
.

最
高
裁
判
所
は
政
権
擁
護
の
府
か
、
人

権
擁
護
の
府
か
、
甚
だ
疑
し
い
存
在
に

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
(京

大
法
学
部
教
授
・行
政
法
)

攣 京大入試分析■出題と採点の立場から38年度問題の分析、最近3年聞の問題と責任解答

■京大入試傾向と対策■九学部の全容紹介□京大生になつてがらの生活設計■効果的な

勉強のしかたから受験場まて指導 【A5判252頁¥250円 〒60円】

TEL(77)-41罰.4221学内142(甲)

京都大学新聞社撮蓄京都3909

10余年間 受験生の皆 さんに読み続けらオしてきました。7月10日 発売/'ミ京

大・を受}ける人のな夢に

…
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化 学 工 業 界 を リー ドす る昭 和 電 工2

昭和電工は主として電気化学と石油化学の分野において、国民生活の向

上に役立つ各種の製品を造るわが国の代表的総合化学会社です。,その製品

は100種 を超える広範囲にわたりますが、生産高はそれぞれ当該業界のト

ップクラスを占めており、いずれも専業の生産会社に匹敵する大規模総合

経営を誇っています。

主要営業品ロ

ァル ミニウム、フェロアロイ、電極、研削材、合成

樹脂、石油化学製品、有機無機化学品、化学肥料

中央研究所(東京)

⑨ 昭和電工株式会社
⑬ 昭和ネオプレン株式会社

㊥ 日本オレ7イン化学株式会社
(昭和油化 ・錆管化学の合併により、昭和38年5月1日 設立)

先絡違

本社・東京都港匿芝官本町34(国 電「浜松町」又は都電 「芝公園前」「大

際 車徒歩3～5分)人聯 人事室(5階)電話(431)71°1・72°雪・7瓢代)
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(月 曜日)昭和38年(1963年)6月3日
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申井
正
一
(ま
さ
か
ず
一九
〇

O
～
五
二
)
は
言
葉
の
真
の
意
味

で
思
想
家
と
呼
ぷ
に
ふ
さ
わ
し
い

大
正
十
四
年
京
大
卒
菜
以
釆
、
次

第
に
フ
ァ
ノ
シ
ョ
化
し
て
い
く
日

本
に
あ
って
、
京
都
を
中
心
に

じ

慶人
民
戦
線
κ
を
組
織
し
、
雑
誌

「世
界
文
化
」
や
週
刊
紙
「土
曜

日
」
を
発
刊
、
反
戦
運
動
を
行
な

った
.

…
豪
=
≡
≡
三

美 朧.乙 遡繊 嬉、釈葱
き

物 部 晃 二

中
井
正
一は
視
点
を
固
定
し
て
、
静
観

的
に
、
癸
と
芸
術
の
本
質
に
さ
ぐ
り
入
ろ

う
と
す
る
美
学
省
で
は
な
か
っ
た
。
全
人

的
に
世
界
の
中
に
行
動
す
る
故
に
、
視
点

は
さ
ま
ざ
ま
な
串
象
と
、
他
の
価
値
領
域

に
移
動
し
、
彼
の
美
学
に
は
、
そ
の
理
論

と
衰
裏
一体
に
影
の
よ
う
に
つ
い
て
ま
わ

る
笑
践
活
劒
を
感
じ
さ
せ
る
。
彼
の
美
学

は
、
人
民
戦
線
運
動
を
は
し
め
と
す
る
政

治
活
勤
や
、
文
化
活
動
、
彼
の
全
生
活
と

切
り
離
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
に
く

い
が
、
逆
に彼
の美
学
が
そ
う
し
た
活
動
へ
と
う
な
が
し
た
と
も
い
え
る
。
彼
の
業
学
琿
論
と
活
動
は
、
相
互
連

関
し
、弁
証
法
的
に
成
畏
し
あ
って
い
る
.
中
井
正
一は
激
駒
す
る
世
界
を
、
自
己
の
美
学
を
生
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
理論
を
鍛
え
て
行
った
。

彼
の
残
し
た論
文
は
「近
代
美
の研
究
」
「葵
学
的
空
間
」
「美
学
入
門
」
「日
本
の
実
」
「美
と
集
団
の
論

理
」
に
収
め
ら
れ
て
いる
が
、
そ
の論
文
のど
ん
な
小
片
に
も
、
彼
の
爽
学
懸
想
を
霞
い
て
、
主
旋
律
の
よ
う
に

低
く
糸
を
ひ
い
て
いる
発
想
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「目
分
の
存
仕
にお
い
てよ
り
目分
ら
し
き
存
在
の
発
見

自
分
が
自
分
の
あ
り
方
の
歪
み
よ
り
解
放
さ
る
る

こ
と

ひ
ね
く
れず
に
ハる
こと
、
即
ち
元る
こ
と
の
フ
ォ
ー
ム
に
は
ま
る
こ
と
が

そ
れ
が
情
況
の
発
見

的
認
識
で
あ
る
」

自
身
を
見
つ
め
る眼
を

自

分

自
分
の
中
に
も
っ
、自

分
目
身
の
ゆ
が
み
を
自
覚し
、行
動
に

よ
っ
て
古
い
自
己
か
ら
挟
別す
る
と
き

宇
宙
に
秩
序
が
あ
る
こ
と
の発
見
が
あ

る
。
こ
の
探
し
求
め
る
こ
と
の自
由
、

そ
し
て
探
し
御
た
時
「ああ
これ
だ
」

と
い
え
る
充
ち
足
り
た
こ
ころ
、
こ

れ
が
美
で
あ
り
、
本
当
の
目分
に
、め

ぐ
り
あ
った
と
い
う
国
由
な
の
であ

る
。
と
い
う
、
脱
出
と
回
帰
の円
環
の

発
想
で
あ
る
。

そ
れ
は
技
術
を
介
し
て
の
、
現
実
を非

現
異
に
、
非
現
実
を
現
異
に
、
主
観
を

客
観
に
、
客
観
を
主
観
に
と
い
う認
識

論
的
な
循
環
葡
発
展
と
対
応
ずる
ので

あ
る
。

噛

中
井
は
感
覚
の
も
つ
不
質
構
造
の
二

方
向
性
の
}つ
で
あ
る
被投
的
方
向
と

し
て
の
越
覚
形
態
が
即
ち
目
然
美
を

構
成
し
、
投
企
的
方
向と
し
て
の、
感

覚
形
態
が
即
ち
芸
術
美を
構
成
す
る
と

す
る
。
そ
し
て
、
技術
美
を
こ
の被
投

と
投
企
の
二
方
向
の中
聞
に
お
き
、
人

問
が
純
粋
に
芸術
に
お
いて
国ら
の
中

に
浸
す
の
は
こ
の技
術
美
の
領
域
に
お

い
て
で
あ
る
とす
る
ので
あ
る
。
こ
の

自
然
美
と
芸術
葵を
、
彼
独
得
の
技
術

論
か
ら脱
い
たと
ころ
に
、
葵
と
芸
術

を
閉
鎖
的
で、
自
律
的
な
王
国
か
ら
解

敢
させ
たポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
.「制
作
にお
け
る
自
己
謂
整
、
自
然
機

能
に
浸
透
せ
ん
と
す
る
人
間
的
機
能
の

調
和
の
努
力
、
自
ら
の
人
間
的
機
能
の

全
き
還
用
の
訓
練
、
あ
る
べ
き
人
聞
統

一
への
自
然
的
械
能
の
克
服
等
の
も
の

が
、
技
術
の
も
つ意
味
で
あ
る
。
信
理

的
身
体
よ
り
、
心
理
的
調
整
、
社
会
的

訓
練
、
物
理
的
機
械
の
す
べて
を
人
聞

機
能
は
包
含
す
る
。」

彼
のス
ポ
ー
ツ
、
映
画
、
マ
ス
コ
ミ
芸
,

術
の理
齢
化
も
こ
こ
に
根
を
も
つ
の
で

あ
る
。

彼
が
一寒
践
な
る
も
の
に
は
過
剰
の
意

発
想
か
ら
葵
的
空
聞
論
を
展
開
し
、
弁

訊
法
的
空
闘
論
か
ら
、
映
画
の
空
間
の

解
明
の
足
が
か
り
を
と
ら
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

中
井

礫
協
魏
擁
雅

前
に
土
用
波
の
よ
う
に
打
ち
よ
せ
る
、

嚢蝿 縢穂庭
'-133年 蜀

今
年
の
世
界
史
の
問
題
は
昨
年
よ

り
も
素
直
で
や
さ
し
く
、
し
か
も
入

試
本
来
の
目
的
を
果
た
せ
た
こ
と
か

ら
み
れ
は
良
問
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
今
年

は
特
に
各

学
部
平
均

⑧ 世 界 史

し
て
成
績

が
艮
か
っ

た
こ
と
を

見
れ
ば
、

よ
く
勉
強

し
て
い
る

よ
う
で
あ

る
。
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば

「
二
番
は
劉
常
に
良く
でき
た。

た
だ
一番
の
チ
ャー
ル
ズ
大
帝
と
イ

ス
ラ
ム
と
の戦
い
を主
題
にし
た武

勲
詩
の
名
祢
が
でき
な
か
っ
た。
三

番
の
問
題
は
溜
朝
に
つ
いて
多
角
的

に
問
う
も
の
だ
が
、
これ
も
良
く
出

釆
て
い
た
が
文
化面
の出
来
が
よ
く

な
い
。
受
験
生は
と
かく
政
治
や
経

済
に
主
力
を
そ
そ
い
で文
化
面
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
が
やは
り
基
本
的
な

い
と
し
て
も
大
体
の
こ
と
は
つ
か
ん

で
お
く
の
が
望
ま
し
い
.

京
大
で
は
他
の
科
目
同
様
あ
く
ま

で
高
校
の
授
業
を
藪
視
す
る
方
針
か

ら
教
科
轡
に
な
い
よ
う
な
こ
と
は
ま

ず
で
な
い
と
い
って
艮
い
で
あ
ろ
。

地
図

・写
真
は
重
要

教
科
書
を
特
に
し
っ
か
り

も
のは
覚
え
てほ
し
い
.
四
番
は
予

想
に
反し
て出
来
が
悪
か
った
.
シ

ャ;
ナ
ー
メ
な
ど
は
出
釆
な
く
て
も

し
か
たな
い
が
、
そ
の
他
は
い
つ
れ

も
東
洋
史
の基
本
的
単
艶
ば
か
り
で

あ
る
か
ら
で
き
て
ほ
し
い
.
歴
史
で

は
特
に
箏
柄
の前
後
関
係
が
大
切
で

あ
る
.
正
確
な
年
代
は
そ
う
必
要
な

教
科
轡
を
し
っか
り
や
る
こ
と
こ
そ

合
格
への
遡
で
あ
る
.
唯
こ
こ
で
圧

意
点
を
あ
げ
れ
ば
、
第
}に
教
科
欝

に
載
って
い
る
地
図
写
翼
の
類
は
注

意
し
て
み
て
お
く
こ
と
、
と
く
に
地

図
は
重
要
で
あ
る
。
第
二
に
更
洋
史

に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
中
央
ア
ジ
ア

や
北
ア
ジ
ア
の
変
遷
を
中
国
、
イ
ン

ド
と
の
関
連
に
お
い
てし
ら
べ
て
お

く
と
い
う
こ
れ
は
基本
的
な
も
のだ

け
で
十
分
だ
と
思
う
.第
三
に教
科

晋
を
勉
強
す
る
う
え
で、
何
か
ひ
と

つの
こ
と
に
焦
点
を
お
い
て歴
史
上

に
果
し
た
役割
を
たど
っ
て
いく
と

い
う
こ
と
を
お
す
すめ
し
たい
.

た
と
え
ば
銀
に
注目
す
れ
ば、
中

国
の
貨
幣
の
変
遷
、中
国
と
西欧
と

の
貿
易
関
係
、銀
の流
通が
毘
商
主

義
諸
国
Gど
う
い
う関
係
に
あ
った

か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
がす
ぐ
に
ま
と

め
ら
れ
る
筈
で
ある
.
以
上
の
三点

に
注
意
し
て
、教
科
膚
を
し
っか
り

や
り
さ
え
す
れ
ば
それ
で充
分
で
あ

る
。
そ
し
て
広
い目
で
歴
史
を
み
る

力
を
獲
っ
て
い
ただ
き
た
い.
(世

界
史
採
点
教官
の
懸
)

一
=
≡
一幽一=≡
=

睡
彼
の
慰
想
の根
幹
は
「集
団
的

圭
体性
」
の
哲学
で
あ
り
、
そ
の

展開
は
笑践
鍮
、
認
識
論
、
組
織

験
、
美学
にお
い
て
見
ら
れ
る
.

し
かも
、そ
れ
は
真
新
ら
し
い
現

笑に
、
驚
ろ
く
ほ
ど
適
合
し
て
い

る
ので
あ
る
.
こ
こ
で
は
先
ず
そ

の
美
学
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

(編
集
部
)
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土

年
ま
え
の

輿
大
ポ
ポ
ロ
座
事

件
に
つい
て
、
先

日
、
最
高
裁
の
判

決
が
あ
った
と
き

私
は
ず
い
分
蒼
い

記
憶
を
曳
っば
り出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し

た
.
ど
の
新
聞
だ
っ
たか
の
コラ
ム
欄
は
疋
って
い

た
。
あ
の
時分
は騒
が
し
か
った
が
、
今
日
で
は
横
田

最
高
裁
畏
官
は、
静
か
に
語
る
。
1

大
学
の
自
治

と
学
問
の
目
由は
区別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
。
ひ
ど
く

心
得
た
風
な
のも
、
チ
ヤ
ン
チ
ヤ
ラ
可
笑
し
い
が
、
そ

の
新
闘
は
つ
ま
り
、現
在
の風
醐
の
民
に
根
穴
基
闇
と

し
て
槙
たわ
っ
て
いる
と
誘
え
た
い
。
暴
平
ム
ー
ド
を

た
た
え
て
「長
日は
静
か
に

る
」
と

った
の
で
あ

ろ
う
.
つま
り
時
代
は
変
ッ
た
の
だ
と
.

そ
れ
に級
べる
と
、
い
ま
か
ら
三
〇
鶯
ー
二
五
蛇
以

前
の
こと
を、
わ
た
し
は
き
の
う
の
如
く
、
マ
ザ
マ
ザ

と
、
ほと
ん
ど
肌
に
触
れ
ん
ぱ
か
り
に
ヒ
タ
ヒ
タ
と
思

い
記
こ
う
のは
、
な
ぜ
だ
ろ
う
.
そ
れ
は
泰
平
ム
ー
ド

な
ど
と
い
っ
て、
安
堵
す
る
よ
う
な
四
気
は
何
処
に
も

ま
た
誰
にも
艇
か
った
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

A,月
では
、
ヨリ
深
刻
な
瞑
爆
賊
争
の
危
機
が
迫
っ
て

い
る
とは
一
え
、
平
和
奉
求
め
る
人
民
の
結
集
も
、決

し
て
小さ
な
随
れ
と
は

え
な
い
。
け
れ
ど
も
、
一九

三〇
年
以
後
三六
、
ヒ
郵
ま
で
の
あ
の
こ
ろ
は
、
「半

和」
と
口
に
出
し
て

う
こ
と
に
、
冗
全
に
身
の危
険

であ
った
。
「戦
顔
」
と
い
う
菓
も
、
それ
に
つづ

い
て
「1
反
対
」
と
発
晋
す
る
で
あ
ろ
つと
気
ず
か
わ

れ
る
酵
は
、
仲
閥
ご
と
監
神さ
れ
て
い
た。
黒
い
服
を

蔚
た
邪
而
は
、
二
人
ず
つ組
に
な
って
、
毎
日
大
脚
穂

く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
たか
を見
な
け
れ
ば

な
らな
い
。

封
建
主義
的文
化
に
お
い
て
は
、
地
上

的な
も
の
は
天
上
的
な
る
も
の
か
ら
造

ら
れ
たも
の
であ
り
、
天
上
的
な
る
も

の
は
完全
な
る
理
愈
で
あ
り
、
地
上
的

宮
殿
に
ま
ぎ
れ
こ
む
夢
の
よ
う
な
も
の

[シ
ン
デ
レ
ラ
姫
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ

た
。」
こ
れ
に
対
し
て
偶
人
主
義
文
化
は
、
自

我
の
意
識を
目
律
化
し
、
宇
宙
の
中
心

は
人
間
の
王
観
で
あ
る
と
す
る
自
己
完

美
的
空
間
諭
に
結
晶
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独
特
な
美
の
歴
史
的
把
握

緻
を
衆り
越
え
て
、
目
分
目
身
串
逼
弧

く
も
の
目
分
目
身
を
止
め
て
み
て
い
る

も
の
を
追
抜
く
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
と
き
、
こ
れ
は
申
井
の

恩
師
、
深
田
康
算
の
「私
国
身
の
中
に

自
巴
を
永
遠
に
嘲
罵
す
る
も
の
を
抱
え

て
い
る
。
そ
れ
が
た
め
に
目
分
は
遂
に

躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」と
い
っ

た
心
塊
を
、
そ
の
意
昧
の
窺
さ
を
知
り

っ
っ
、
あ
え
て
、
未
来
へ
踏
み
出
し
て

行
った
姿
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

」不
安
の
凝
視
は
、
田
分
が
あ
る
べ
き
国

分
の
位
盈
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
感欄
を

ひ
き
起
こ
し
、
自
分
か
ら
の距
礁
と
し

て
の
不
安
の
空
間
が
生
ま
れ
る
の
であ

る
.
中
井
は
こ
の
実
存
的不
安
の空
聞

を
「自
分
自
身
を
否定
の媒
介
と
す
る

」
弁
証
法
的
主体
性
によ
っ
てぬ
け
出

し
、
個
人
的
主
観
か
ら、
集
団
的
主
体

の
可
能性
、新
し
い
空
腸
へ
の司
能
性

へ
と
飛
躍す
る
ので
あ
る
。
こう
し
た
一

三
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内
を
歩
いて
、
掲
ホ板
と
い
う
掲
示
板
を
全
部
、
彼
ら

の手
帖
に
う
つし
と
って
行
った
し
、
大
っ
ぴ
ら
で
跡

を
つけ
、
わ
れ
わ
れ
の
家
に
も
鳩
子
戸
を
ガ
ラ
ガ
ラ
と

あ
け
て
、
や
って
釆
た
。
窓
を
あ
け
る
と
、
叡
山
の
見

える
下
鴨
の
甲井
正
一の
家
で
、
彼
は
思
い
っ
め
た
よ

う
に
、
「目
然
は
ど
う
し
て
、
こ
つも
平
和
な
の
だ
ろ

う
」
と
い
った
。

中
井
は
ま
た
、
ご
つい
う
こ
と
も
[
っ
た
。
「あ
さ

目
を
醒
ま
し
て
、
や
れ
今
日
も
ま
だ
赤
紙
が
釆
て
い
な

い
。
俺
は
今
日
も
い
ち
に
ち
家
族
と
と
も
に
暮
せ
るわ

新
し
い
、
美
的
、
芙
術
的
現
象
に
、鋭

い
分
析
の
刃
を
向
け
て
それ
を
貫
い
て

行
こう
と
する
。中
井
美
学
を
}
つ
の

観
点
か
ら
体糸
的
にと
ら
えよ
う
とす

る
と
、入
口
が
い
く
つも
あ
る
鉱
脈
の

よ
うに
、と
う
て
い
、
す
べて
を
一
つ

か
みに
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
.

彼
の美
学
の
艮
体
的
成
集
と
し
て
の
映

圃
論
や
、
最
も
現
代
的
慧
隊
を
も
つ
と

思
わ
れ
る
、
マス
コ
ミ
機
梅
に
お
け
る

芸
術
の
考
祭
は
、
こ
こ
で
一応
又
ち
入

ら
な
い
と
し
て
、
彼
が
、
現
代
に
お
け

る
葵
を
い
か
に
見
、
い
か
な
る
パ
ー
ス

ペク
テ
ィブ
を
未
釆
に
持
と
う
と
し
て

い
た
か
を
、
彼
と
共
に
考
察
す
る
こ
と

に
よ
って
、
中
井
美
学
の
軌
跡
の
一つ

を
た
ど
って
み
よ
う
と
忠
う
。

「今
、
立
っ
て
い
る
こ
の
現
笑
期
盤
の

ど
の
一粒
の
砂
も
原
始
よ
り
の
歴
史
の

名
残
り
で
あ
る
限
り
」
現
代
の
爽
が
い

難
難

り
、
爽
は
「
けに
何
か
賎
し
い
も
の
が

結
的
な
体
糸
の
中
に
主
観
を位
薩
づけ

る
と
い
う
世
界
観
的
態
度
をも
つ.
こ

の
目
律
、
純
粋
、
絶
対
の世
界
観
的
態

度
は
、
封
建
的教
権
の鎖
を
立
ち
切
る

武
器
で
あ
っ
た
.
こ
こ
にお
い
て
、
ギ

リ
ソ
ヤ
以
米
の芸
術
観
で
あ
った
技
術

と
模倣
の概
念
に対
し
て
、
天
才
と

新
ら
し

≡
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創
造
の
概
念
が
対
鰍
し
、
真
と
暫
と
の

概
念
の
外
に
、
そ
の
上
に
君
臨
す
る
夷

の
概
念
を
も
っ
て
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
目
我
と
し
て
把
λ
ら
れ
た
王

観
性
は
「放
盗
と
混
と
ん
に
ま
で
頽
溶

の
過
程
を
辿
る
」
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

黎
吐痢
離
簾
鰍
轟
惣

純
粋
は
、
体系
的
自律
性
にお
け
る
、

混入
維
物
の
な
い
事
を
指し
、
それ
は

「統
制
に
於
る
単
】性
を
も慧
脈
す
る
ρ

」
の
で
ある
。
こ
の
純粋
と絶
対
を
慧

味
す
る
目
我
は
、市
民
的
発
慶
が独
国

の
型
態
に
移
同す
ると
き
「沈
濯的
傾

向
を
も
つ
と
《
に、
孤独
、
限
界
、
遊

離
、無
為等
の慧
昧
」
を帯
び
てく
る

発
展
す
る資
不主
義
は
生
産
と
技
術
の

過
程
にお
いて
、
個
人
を
集
団
と
組
織

に
紐
み入
れ
る
が
「人
問
的
固律
性
と

し
て
の体
系
的
単
一性
」
は
そ
れ
ら
新

し
く
生
れ
て
、
自
律
に
敵
対
す
る
憶
界

か
ら
目
己
τ
寸う
つと
す
る
刀同
に
拶

る
の
で
の
・゚

炉
こ
う
し
た
型
態は
現
代
に
ま
で
尾
を
ひ

い
て
、
そ
の克
服
を
せ
ま
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
そう
し
た
力
同と
、
根

本
に
お
い
ては
周
一力
同で
あ
る
が
、

把
え方
と
し
て
は
別
な
力
同に
、
実
践

と笑
験
が
考
祭
さ
れ
る
.
そ
れ
は
カ
ン

が
分
裂
し
て
ば
ら
ば
ら
にな
って
行
き

つ
つ
」
あ
り
「薔
足
の
な
い現
実
拒
否

た
だ
何
で
も
嫌
だ
嫌
だ
と
い
う
てい
る

感情
の
上
に
立
っ
て
戦
っ
てい
る
の
で

あ
る
。」そ
し
て
現
代
の
実存
的
風
潮
を

「そ
の
も
つ
悲
劇
性
は
、存
在
の究
極

的
否
短
で
あ
る
と
こ
ろ
の無
にま
で到

達
せ
ず
に
は
い
な
い
。
そ
こ
に私
運
は

す
で
に
個
人
的
瀧
民
王
義
が自
ら
の発

展
型
態
で
あ
る
集
団
的市
民
主
義
の

前
に
そ
の
存
在
牲
そ
の
も
のを
失
って

行
く
と
こ
ろ
の類
型
的様
式
と
そ
の特

異
な悲
劇
的
奨懲
を
こ
こに
見
る

ジ
イド
に
見
る
ご
と
き無
勤
機
の
行
為

と
も
な
る
の
では
あ
る
ま
いか
」
と
謬

き
、現
在
に
お
け
る
過
(、
現
征
に
お

け
る
未
来
の溶
融
す
る
脚く存
的
瞬
聞
の

時
間
の克
服
を
力
回
づ
ける
。

ま
た資
本
主
義
と
、
機械
又明
の
も
た

ら
す
芸
術
を
商
集
附利
潤
に
還
元
し
、

誰
で
も
な
い
誰
れ
か
を
作
る
無
性
格
の

美
の
方
向
は
「行
力
も
知
ら
な
い
斜
面

を
階
下
ず
る
一団
のト
ロ
イ
カ
」
と
し

て
み
る
が
、
し
か
し
機
械
と
ジ
ャズ
と

映
囮
を
あ
げ
て
、
什
万
のな
い
迷
惑
と

泳
嘆
す
る
一群
の知
識
人
は
「そ
の
啄

・
の理
携

判
よ
・
・
現
象
学
・
窪

皿嘆
の
底
。
は
。
ら
氷
蜜

の
つ
か
な

論
、
唯
物
論
へと
見
通
さ
れ
る
一つ
の

ノ

線
であ
る
.
そ
れ
は
、
現
実
と
は
人

間
災
践
の総
体
で
あ
る
と
い
っこ
と
を

「知
る
歴
更
で
あ
った
.
カ
ン
ト
か
ら
リ

ソブ
ス
ま
で
の
漿
学
は
個
人
主
義
喪
字

の発
見
と
、
そ
の
完
成
と
、
限
界
の
記

録
で
あ
った
が
、
現
象
学
は
存
仕を
時

間
に
解
体
し
て
、
そ
の
流
到的
発
展
性

に
目我
の
様
相
を
浴
解
し
、
存
仁
凶は

そ
れ
を
、
躍
進
的
不
断
の
瞬
問
へ
持
軌

に
於
け
る
決
意
的
不
安
と
し
て
と
ら
え

た
.
こ
こ
に
お
い
て
目
我
は
鳩
問
の
甲

に
寸
断
さ
れ
、
細
片
化
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
目
我
意
識
中
心の
建
学
は
解
体
す

る
.

美
の
誕
生

二

==
軸

機
械
と
ジ

し
た
精
彿
状況
は
「人

,y
り

問
的
文
化構
造
が
、
い

わ
ゆ
る
、
止
む
を
得
な
い
災禍
の中
に

か
な
⇔、
世
界
観
則
又
化
史
的
背
景
を
婦
へ
的
時
問
を
見捨
で
、
築
団
的
歴
史
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彼
は
ふ
と
そ
れ
を
急
い
卦
し
κ
.
「中
井
料
、
能
勢
さ

ん
あ
た
り
、
ど
う
だ
」
と
彼
は
一座
を
兇
廻
し
た
。申

井
と
私
は
、
そ
の
頃
、
市
民
生
活
協
同
組
合
の
酉渋
に

み
ち
た
仕
恥
を
や
っ
て
い
て
、
労
働
者
や
婦
人
のグ
ル

ウ
ブ
と
張
触
が
あ
っ
た
。
私
は
、
久
野
に対
し
て即
幽

に
「引
受
け
る
」
と
は
、
そ
の
時
一
え
ず
、
口
こも
っ

て
い
た
.
や
が
て
し
か
し
、
聞
も
な
く
、
機会
が
や
っ

て
来
た
。
松
竺
卜
鴨
ス
タ
ジ
オ
の
醇
代
劇部
の下
っ端

俳
優
で
、
斎
隙
露
太
郎
と
い
う
人
が
、
住谷
悦
治
の紹

介
状
を
も
っ
て
、
私
を
訪
ね
て
米
た
。初
対
四
のそ
の

"
中
井
正

哺
の
生
き
て
い
た
こ
ろ
11

能

 

い
。
ー
い
や
、
こ
れ
が
ほん
とう
の平
和
と
い
う
も
の

だ
な
あ
」
と
。
亦紙
と
い
う
のは
、
召
集
令
状
の
こ
と

で
、
そ
れ
は
赤
い印
の押
し
て
あ
る
ハガ
ヰ
で
、
そ
れ

が
米
る
と
三
H
以
囚に
、わ
れ
わ
れ
は
家
族
に
別
れ
を

告
げ
て
耐
て
行
かね
ばな
ら
な
か
った
。
当
峙
ハガ
キ

は
一銭
五厘
であ
った
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
生
命
お

よ
び
目
由
は、
一銭
五
庵
に
賭
け
ら
れ
て
い
た
。

「世罧
文
化
」
の編
集
グ
ル
ウ
プ
の
中
で
、
「世
界

文
化」
の大
衆
版
を作
うた
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
作
れ
る

だ
う
か
。
作
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
-
と
簸
初に
思
い

つい
た
のは
久
野
収
だ
った
.
あ
る
時
の
編
集
会
駿
で

勢

克

男
鵠
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=
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=
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脈

見
知
ら
ぬ男
は
「舐都
ス
タ
ジ
オ
通
儲
」
と
い
う
タ
ブ

ロイ
ト
型
の芙
騨
紙
と
も
需
へぬ
、
映
画
ス
タ
ア
の
"

こあ
いさ
つ新
聞
4
を
私
に
小し
て
、
執
題
方
を
依
頼

し
た。
私
と
中
井
は
つま
り
、
そ
の
屑
新
聞
を
拾
い
上

げ
て、
改
装
し
て
「置
界
又
化
」
の
大
衆
版
と
し
て
の

文
化
小
新
闘
「土
曜
日
」
を
作
った
。
斎
藤
の
「ス
タ

ジ
オ
通
信
」
は
、
当
時
の
出
版
法
に
よ
る
金
五
白
円
也

の
(今
な
ら
千
五
首
万
円
か
)
保
証
金
を
政
府
に
納
入

し
た
台
法
性
を
も
ち
な
が
ら
、
読
者
が
減
っ
て
行
っ
て

ま
さ
に
消
え
か
か
って
い
た
.
彼
が
私
の
所
に
や
っ
て

来
た
「
ネギ
を
背
負
った
カ
モ
」
な
ら
ば
、
そ
の
ネ
ギ

性
に
重
心
を
推
移
し
た
場
ム,に
、
そ
の

自
ら
の位
置
づ
け
に
お
い
て
、
か
え
っ

て
暮
よ
り
遊
離
し
て
無
方
同と
な
っ

た
と
き
、世
界観
の蒙
る
囚
部
解
体
で

三
≡
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は
、
出
版
法
に
よ
る
「合
法
性
」
で
あ
っ
た
.
われ
わ

れ
は
お
包
い
に
利
用
し
倉
っ
た
。
こ
の
よ
い
と
こ
ろ
ぜ

派
閥
を
超
え
て
「利
用
」
し
台
う
と
い
う
の
が
、わ
れ

わ
れ
は
フ
ロ
ン
・ポ
ピ
ュ
レ
ー
ル
の
精袖
で
ある
と
か

た
く
律
磯
に
悟
じ
て
い
た
。

斉
騨
が
こ
の
新
閻
の
オ
ー
ナ
ア
で
、
財
敷
、広
告
配

給
の
い
っさ
い
に
賀
任
を
もち
、中
井
と
私と
林
要
が

編
榮
の
共
岡
貴
任
を
引
き
受
け
κ
。執
筆
陣
に
は
「世

界
文
化
」
の
同
入
が
い
て
、
私
と
甲井
が
バカ
キ
で
「

命
令
」
(依
願
)
す
れ
ば
、彼
ら
はテ
ー
マ
、枚
数
、

期
目
を
き
ち
ん
と
ま
ち
が
え
ず
に誠
笑に
轡
い
た
。
辻

部
政
太
郎
、
ね
ず
・ま
さ
し
、新
村
猛
、長
広敏
雄
、

伊
谷
賢
威
、
岡
田
正
三
、
武谷
三男
、
住
谷
悦
治
、
竹

中
一雄
、
㎜
納
襯去
、
西谷
宗
雄
、
堀
囚カ
ツ
子
、
そ

れ
に
中
井
と能
勢
な
ど
が毎
月
の執
鑛
陣
で
あ
った
。

「われ
われ
は
暗
たん
た
る
時
代
のな
か
に
、
た
だ
一

つ
でも
い
い、
ま
た
ぼん
やり
し
て
い
て
も
い
い
灯
を

一つか
か
げ
た
い
と
願
った
。

中
井
の
よ
く
藷
った
文
句
の中
に
「手
を
あ
げ
よ

う
。
ど
ん
な
小
さ
な
手
で
も
い
い
」
と
い
う
の
が
あ
っ

た
。誰
れ
も
が
沈
駄
し
て
い
る
。
発
ロの
"す
べ4
を

知
ら
な
い
ので
沈
黙
し
て
い
る
、
し
か
し
誰
れ
か
が
ひ

と
り
皮
切
り
を
や
れ
ば
よ
い
の
だ
。
そ
う
い
う
人
間
の

心
の奥
底
に
あ
る
も
のに
対
す
る
信
仰
と
い
う
も
の
を

理
を
い
つも
持
続
し
て
持
,て
い
た
。
他
人
が
黙
っ
て

い
る
か
ら
と
い
って
、
こ
ち
ら
も
黙
っ
て
い
て
は
ダ
メ

だ
。
「手
を
あ
げ
よ
う
。
ど
ん
な
小さ
な
手
でも
い
い
」

そ
う
い
う

葉
の
な
か
に
組
織
論
の
ロ
ジ
ノ
ク
を
見
出

す
の
が
、
彼
の
発
想
の
猜
質
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
を
小

新
関
「土
雌
日
」
で
、
彼
は
実
践
し
た
。
(弁
護
士
)

一三
け
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ヤ
=

二

=

一■

一≡

一一=
ヨ

ズ
と
映
画
に

あ
る
。

中
朔
は
こ
う
し
た
状
況
ぞ、
自
ら
も
、

身
に
負
い
つつ
、
唯
物
論
的
立
場
、
弁

証
法
的
空
体
の
立
場
に
お
い
て
ぬ
け
出

て
行
こ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
彼
の
姿

勢
は
、
戦
後
た
ま
た
ま
.爾壇
で
父
わ
さ

れ
は
じ
め
た
、
不
安
、
絶
劉
、
突
存
の

需
巣
を
背
景
に
「危
機
に
対
し
て
、
分

散
的
し
か
め
つ
ら
の
様
柑
を
帯
ひ
る
か

結
樂
的
微
笑
の
様
相
僧帯
ひ
る
か
は
、

一
つ
の大
い
な
る
分
蚊
息
惣
な
す
で
あ

ろ
う
」
と
い
っ
て
「集
団
的
主
体
と
し

て
の
対
次
」
を
呼
び
か
け
た
葺彙
に
蝸

的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

彼
が
闘
い
と
っ
た
突
学
は
、
こ
の
よ
っ

な
籾
神
剛
社
去
的
背
景
な
し
に
"
る
こ

と
が
で
き
な
い
し
、
そ
う
し
た
も
の
ど

囚
都
か
ら
つ
き
破
っ
て
き
た
故
に
、
中

井
爽
学
は
現
代
的
視
野
に
お
い
て
、
多

く
の
小唆
を
投
げ
与
え
る
の
で
あ
る
。

二
ー
チ
ェや
ワ
イ
ル
ド
の
芸
術
田

は
教
椎
へ
の
挑
戦
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る

と
き
、
強
力
な
武
器
と
な
っ
た
が
、
そ

の
天
才
と
独
創
の概
愈
は
や
や
も
す
れ

ば
、
放
熱
と
鯛
パ
性
と
、
非
翼
実
性

(商
形
性
)
と
に仮
託
的
颪
要
さ
を
貸

し
与
え
る
危険
性
に
ま
で立
ち
至る
の

で
あ
る
。
そし
て
「現代
の芸
術
がも

つ
不
安
の
基礎
に
は
か
か
る
機
構
が横

た
わ
っ
て
いる
」

こ
ζ
に
お
いて
、
占
典
主
義
的
、
自然

主義
的
交
学
のも
つ、
技
術
と
模
倣
と

社
会
的
普
畑
的
実
在
へ注
意
が
阿け
ら

れ
る
こと
にな
る
。
ζ
う
し
た
ロ
ー
マ

ン主
義
桑
字の
お
ち
い
った
、
放
懲
と

個
メ
性
引
熾
更
性
か
ら
の
脱
出
を
求

め
て、
古
典
主
義
的
奨
学
の
も
つ規
律

と
関
係
と
統
一と
の
止
揚
を
考
え
た
の

で
あ
る
.
そ
し
て
こ
の
並
揚
を
機
彪
主

義
の
夷
学
と
、
技
術
論
に
よ
っ
て
"な禽

った
の
で
あ
⇔。

こ
れ

顎

讐

が

凝

鞭

は
未
来
派
に
、
機
械
の
ロ
マ
ン
ナ
ズ
ム

を
み
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
に
機械
へ
の
感

情
移
入
を
弛
否
し
た
規律
の
静
潔さ
を

見
る
.
磯械
庭
の
し
,新
し
い
性
柄は

し
か
し
そ
の
天を
ロー
マ
ン
上義
剛に

み
る
か
、
目
然
王義
剛に
みる
か
の人

闘
の
意
図
に
反
し
て
、機
械
吏
は
そ
の

両
石の上
に
「
騨つ
のデ
fア
レ
ク
テ

ィ
ク
が
成
立す
る
。
」
つま
り
、
ホア

ン
カ
レ
の
い
つ
「価
値
あ
る
も
の
は単

に
秩
序
では
な
く
し
て
、
予
属し
な
か

っ
た
秩
序」
であ
り
、
竹機
体
に
なろ

う
と
す
る
と
ころ
の物
浬
剛舵
{哲
が

機
櫨
の新
し
い
菱の
性
肖
で
あ
る
。
し

し
て
ま
た、
こ
こ
に
、
甲勇
の
パの
濯

念
が
あ
った
よ
う
に
口」わ
れ
る
。

こ
う
した
税
点
か
ら
、
-
ン
クか
ら
は

翔
煮

鐘

招
拡
捌
鷺

の方
同を
単
な
露
方
回
な
図
武
「田」

想
的
に
衝
動
的
に
目
分
と
い
う
も
の

い
、
惨
忍
な
人
類
の耽
悔
が
潜
ん
で
い

る
の
で
あ
る
.
彼
らは
櫛
椒
と
大
衆
を

取
り
懲
え
る
は
か
り
で
な
く
、
愛
そ
の

も
の
か
ら
す
ら
顔
を
そ
む
け
て
い
る

淋
し
き
入

」々
で
あ
る
と
掃
摘
す
る
、

マ
ス
コ
ミ
芸
術の
同
題
は
、
アレ
ヒ
の

普
及
に
よ
って
ま
う
ま
う
、
そ
の
正
当

な
理
論
化
が
要
求
aれ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
を
い
か
に
人
間
に
同
け
さ
せ
る
か

に
つい
て
は
、
彼
の
「委
蝋
会
の
論
理

」
の
問
題
慧
識
へま
で
払
べ
し
て
行
く

こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
題
と
は
別
に
、
機
軟
ζ集
団
と

疲
警

饗

請

暴

頚

一移
す
⇔こ
と
に
よ
って
、
何
吻
か
を
失

った
に
せ
よ
、
ま
た
何
か
窓得
た
の
で

あ
る
.
そ
れ
を
美
に
つい
て
い
え
ぱ
、

生
甦
扱
術
に
お
け
る
実
践
附
稠
極
的
態

度
に
見
る
、
新
ら
し
い
照
駄
に
お
け
る

主
体
性
の
発
見
よ
り
斉
ら
さ
れ
る
世
界

観
か
ら
く
る
美
で
あ
る
.
「そ
の
意
昧

で
わ
れ
わ
れ
は
今
や
感
性
の
一つ
の曲

り
角
に
立
っ
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、

中
井
は
対
51
物
を把
握
し
、
そ
の
対
立

物
燭媒
介
と
し
て
、
は
ず
み
とし
て
、

新
し
い
漿
の
発
見
に
眼
を
凝ら
す
.
そ

れ
は
「主
観
が
よ
り
大
い
な
る組
織
性

の
一都
署
と
し
て
位
側
づ
けら
れる
と

いろ
機
能
剛
無
隈
共
隔
」
とし
こ
の組

臓
醸
で
あ
り
「目
勢
力
の積
穐的
生
成

の
如
笑
な
る
縦
禰
の
甲
に
封を
翻
し
て

侵
入
す
る
生
成
の
厚覚
」と
し
て
の生

産
感
で
のり
」必
無
的
歴史
剛発
展
の

中
に
偶
然な
鵠
件
が
て
の必
劉の
線
の

上
に
、
如何
に決
足
剛
に斡
用
し
た
か

に
つ
い
て
の繰
返
う
こと
ので
き
な
い

一回
性
を
感
ず
る
と
こ
っ
の越
覚
と
し

て
の
婁
感
であ
る
。
ζし
て
こ
れ
ら

の奨
感
は
「嫉
妬
と猜
凱
、
怯
幡
と
孤

独
、
反
感
と
隣
課
の申
に
焦
旛
す
q個

人
的
知
魂
階
級
に
対
し
て
[
つの
隈
界

感
見で
あ
る
。
」
一の
火傷
望
.醐の
梅

中

井

図
の距
楓
な
紹
介
の
よ

う
な
か
た
ち
に
な
って
し
嵐
っだ
。
中

列
人学
の
も
つ同
魍
を
い
ち
い
ち
取
り

財し
て
、
現
失
に
自
分
が
罐
か
れ
て
い

る
状
況
か
ら
、
臼
分
の
両
題
と
し
て
、

検
討
す
る
の
が
八
粕
な
の
で
のろ
う
が

そ
こ
ま
で
到
ら
な
か
,た
の
は
頻
念
で

あ
る
。

(京
入文
学
部
四
回
生
)

10MO80

東
欝
巨洋続
曳網 ノ
ブ レーン を求む ノ

日 本 最 大 の 総 合 せ ん い メ ー カ ー

合繊へのたくましい進出/全 世界にまたがる強力な
将来の幹部候補としての計画的な採用 ノ未来を開 くラ

*過 去6年 間の採用実績は次表の通 り

●初任 給(学 部卒)22,700円,3年 後

約26,000円(べ 一スァップにより7月 か

らさらに増額の見込み)

33年 34年 35年 36年 37年 38年

大学卒事務系 13 lI 12 12 16 13

1大 学卒技術系 37 24 21 23 61 31

TEL(36D1331人事課
*と もかく一度 は ご連 絡下 さい。
大阪市北区堂島浜通2丁 目8東 洋紡績株式会社

鵬
渉

 

㊥

驚
霧

鰹

織
鍵
孜

^漕
^難 ・ノ セ 艶 避 尋 サ ・・

錠凄3栖 《

曝華鱗 饗4顯甥
へ

職に業界に於ける主螂 鹸糠

繊 鍛1
灘 灘響轡蓮究醗 室響讐
難茜勺な諏ざ郵イアに纂糺慧、

ヨ セ

薯鎌 擁鶴灘蝋灘酬鞭難繍簸
ヰお オ ヨ

灘繋灘 灘灘騰搬難舞覆

 

騒
講

懇諦
難

 

謬轟

轟・,

繊 難
`
舞

灘

灘
魏
譲懸醒

総・、
幽

 灘

写
鍵

蔑
禦
聾

無

N

85

 

1



(4)(月 曜日)昭和38年(1963年)6月3日∫・闘聚斤

 

塑火邸常(第3種郵便物認可)第1153暑

(1)

 

今
封
か
ら
ソリ
ー
ズ
「映
画
批
評
の方
法
」
を
運
載
す
る
.
映
岡
が
秀

れ
た
文
明
批
評
の武
器
と
し
て螢
場
し
て以
釆、
い
ろ
い
ろ
な
力
向
が
模

索
され
、
多
く
の
観
衆
の
"眼
4
に
語
り
か
け
て
き
た
。
「晴
闇
の
思

疑
いも
な
く
、
今
日
は
ス
タ

ー
の
時代
であ
る
。
例
え

ば
、
プ
ロ
野
球
の例
を
持
ち
だ
す
な
ら

ば
、
巨
人
軍
を見
に行
く
と
同
時
に、

そ
れ
以
上
に
王
や
長嶋
を見
に行
く
、
、夫哲水清

と
いう
人

は々
多
勢
い
る
.
そ
し
て
ス

タ
ーは
必
ず
し
も
人
聞
だ
け
で
あ
る
と

は
かぎ
らな
い。
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と

の
条件
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
そ
れ
が

そ
こ
に
あ
る
(或
い
は
、
い
る
)
こ
と

だ
け
に
よ
って
人

の々
心
に
何
ら
か
の

意
昧
で
の充
足
感
を
与
え
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い。
であ
る
か
ら
、
古
い
型
の
電

機
洗
濯
機
と
か
、
数
年
前
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョナ
ル
な
出
来
繍と
か
は
、
あ
っと

い
う
ま
に大
衆
の手
に
ょ
って
ス
タ
ー

の
座
か
ら
引き
お
ろさ
れ
、
忘
れ
さ
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に、
ス
タ
ー
と
い
う

も
の
も
一つ
の歴
史
的社
会
的
現
象
と

考
え
る
こ
と
が
でき
、
人
聞
社
会
の
一

定
の
状
態
と
固
く結
び
つい
て
い
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
ある
狩
定
のス
タ

ー
に
つ
い
て
稽
え
る
こと
は
、
即
ち
社

会
を
考
え
る
こ
と
で
あり
、自
分
自
身

の
精
神
の
位
齪
に
つ
い
て考
え
る
こと

で
も
あ
ろ
う
。山
桐
郎
の
フ
ィル
ム
「キ

浦
ユ
ー
ポ
ラ
のあ
る街
」
を

見
た
人
が
、
一様
に
感
ず
る
のは
、石

黒
ジ
ュ
ン
を
演
じ
た
吉
永
小
白合
の新

鮮
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
む
ろん
、

タ
カ
ユ
キ
と
サ
ン
キ
チ
を
演
し
た
市川

好
郎
や
森
坂
秀
樹
も
見
逃
す
こ
と
は
で

費
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
「現
代
ッ

子
」
と
い
う
タ
イ
プ
は
、
川
崎
小
学
校

想
」
と
し
て
愛
け
と
め
る
人
も
い
る
.

講

大
搬
娯
楽
肝
、
と
い
う
い
い
方
も
明
確
な
情
祝
議
を
税
る
側
の
わ
れ

ゴ

レヤハ

リダ

わ
れ
が
提
起
す
る
恥
、
対
象
を
四
転
さ
せ
な
い
論
弾
を
獲
得
で
き
る
か

も
知
れ
な
の。
作
菅
に
渚
り
返
す
と
い
う
こ
と
の
甑裳
性
は
増
し
て
い

　

る
。
ー
観
る
側
の
軸
そ
れ
を
ど
う
件
首
た
ち
に
投
げ
以
す
か
、
と
同
時

◆

℃
わ
れ
わ
れ
目
身
で
討
論
し
合
う
べき
か
ー
そ
し
て
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
情
況
へ
の
提
6を
ど
れ
ほ
ど
行
な
い
得
る
か
が
こ
の
述
載
の
テ
ー
マ
で

あ
る
。

の
阿
部
膳や
児
重
物
作
ズ
の
佐
野
美
津

男
ら
の
創
り
出
し
た
既
製
品
で
あ
り
、

浦
山
で
な
け
れ
は
画
け
な
か
っ
た
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

浦
山
は
「キ
ュー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」

に
続
い
て
、
再
び
十
五
才
の
少
女
を
主

人
公
と
し
た
「非
行
少
女
(和
泉
雅
子

主
演
)
」
を
撮
った
が
㌻
最
近
自
己
の

(編

纂

部
)
・

い
ま
す
。
滑
む
と
い
う
よ
り
は
、
断
し

て
退
か
な
い
点
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
私
の
今
ま
で
の
テ
ー
マ
だ
と

思
い
ま
す
」
(「映
画
芸
爾
」六
月
号
)

も
ち
ろ
ん
、
浦
山
監
督
と
ぼ
く
(た

ち
)
と
は
、
出
発
点
に
お
い
て
異
な
る

し
か
し
、
十
五
オ
と
い
う
年
齢
に
は

ノ共通
の
意
駄
が
あ
る
。
貧
乏
生
活
と
い

泳
小
白
台
)
に
妊
感
を
覚
え
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
セ
あ
ろ

う
.世
評
の
い
う
よ
つに
貧
乏
に
ま
け
ず

明
る
く
強
く
生
き
て
い
く
、
と
い
う
曹

か
ら
の
陳
隅
な
筋
立
て
を
、
元
気
に
可

愛
ら
し
く
演
じ
て
み
せ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
も
一つ
の
根
拠
に
は
ち
が
い
な

い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
O十
五
歳
と
い

う
庫
齢
を
も
う
少
し
掘
り
さ
げ
て
み
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
説
明
が
つ
か
な
い
、

自
分
の
身
の
ま
わ
り
を
客
観
的
に
見
な

お
し
は
じ
め
る
軍
齢
と
い
う
意
味
で
十

五
歳
を
把
え
る
と
、
こ
の
映
画
の
青
永

は
あ
ま
り
に
す
ば
ら
し
す
ぎ
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
す
ば
ら
し
い
か
と
い

明
朗
さ
の
中
の
虚
偽

思
春
期

へ
の
悔
恨
の
中
に
生
き
る

テ
ー
マに
つ
いて
次
の
よ
う
に
西
い
て

いる
。「私
が
作
った
映
画
は
二
本
と
も
十

五
歳
(中
学
三年
)
の
女
の
子
が
主
人

公
にな
って
いま
す
。
子
供
で
す
。
私

は
ど
う
し
て
も
中
学
三
年
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
また
あ
の時
分
の年
齢
を
十
分
克

服
でき
てい
な
い
か
ら
で
す
。
中
学
三

年
と
は私
が
敗
戦
にあ
っ
た琵
で
す
.

私は
自分
の出
発
を
そこ
から
と
考
え

て
い
ま
す
の
で、
何
度も
ほし
く
って

う
も
の
を
高
校
受
験
と
い
う
巨
大
な
壁

を
契
機
に
、
よ
う
や
く
主
体
的
に
考
え

な
お
し
は
じ
め
る
少
女
を
演
じ
る
こ
と

に
よ
って
ス
タ
ー
への
道
を
歩
み
出
し

た
吉
永
小
白
合
に
つい
て
薦
え
る
こ
と

は
、
た
い
へん
霊
要
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
で
、
彼
女
が
そ
れ
ま
で

辱
}

の
「純
情
可
憐
」
型
か
ら

脱
け
出
し
て
、
き
わ
め
て
エ
ネル
ギ
ソ

シ
ュに
演
じ
て
い
る
石
黒
ジ
ュン
(と

り
も
な
お
さ
ず
、
ス
タ
ー
と
し
て
の
吉

「キユーボラのある街」から盲永小合百

え
ば
、
こ
の
少
女
が
完
全
に
ぼ
く
た
ち

と
い
わ
ず
誰
で
も
が
持
って
い
る
、
思

春
期
へ
の
苫
い
悔
恨
の
中
の
世
界
で
生

き
き
って
し
ま
って
い
る
か
ら
で
あ
る

す
な
わ
ち
、
吉
永
は
一見
リ
ア
リ
ス

テ
ィ
ソ
ク
に
、
も
っと
も
非
リ
ア
」
ス

テ
ィ
ソ
ク
な
少
女
を
演
じ
て
し
ま
った

の
だ
.
残
酷
な
邑い
方
を
す
れ
ば
、
彼

女
が
一生
懸
命
演
技
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

無
意
識
の
う
ち
に
、
観
客
に
媚
び
へ
つ

ら
う
結
果
に
終
って
い
る
の
で
あ
る
。

(例
え
ば
、
初
潮
を
経
験
す
る
場
面
で

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ

こ
れ
ほ
ど
き
れ
い
に
、
す
が
す
が
し
く

あ
る
こと
の不
可
能
性
)

山
桐
郎
が
克
服
し
よ
うと

浦
し
た十
五
歳
は
、
彼
が
こ

の
よ
うに
完
壁
に理
想
的
な
少
女
像
を

想
定
す
る
こと
によ
って
そ
の
出
発
点

を
根
拠
づけ
たか
も
し
れ
な
い
.
し
か

し
「非
行
少
女
」を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に、
彼
にお
い
て
は
「出
発
」は
一

つ
の
「繕
果
」
にす
ぎ
な
の
の
で
あ

る
。大
工
崩
を
受
験
す
る
ため
に弟
の

タ
カ
ユ
キ
と朝
の構
を
駆
け
出
し
て行

く
ジ
ュ
ン
にし
ても
、
大
阪
へ
一入
で

働
き
に
行
く
者
枝
に
し
て
も
、
彼
女
ら

の
未
米
は
非
常
に
あ
や
ふ
や
な
も
の
で

あ
る
。
映
圏
の
全
過
程
か
ら
の
び
や
か

に
末
米
へ伸
び
て
ゆ
く
太
い
感
動
の
線

と
い
っ
声
ふ
う
な
も
の
は
、
そ
こ
に
は

み
ら
れ
な
い
.
そ
れ
は
、
も
う
一度
く

り
か
え
す
こ
と
に
な
る
が
、
彼
女
た
ち

が
、
大
人
が
持
つ
思
春
期
へ
の
苦
い
悔

恨
の
世
界
の
中
で
晃
壁
に
生
き
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
社
会
的
な
歪
み
や
制
約

を
こ
ん
な
に
美
し
く
は
ね
の
け
て
前
進

で
き
る
の
は
、
そ
の
世
界
に
於
て
よ
り

他
に
な
い
.
貧
乏
で
孤
独
な
十
五
歳
が

ど
ん
な
に
つら
い
か
.
そ
こ
で
は
頭
脳

の
優
秀
さ
さ
え
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

の
だ
。

て
、
こ
の
よ
う
な
「悔

さ
恨
」
に
ょ
って
支
え
ら
れ

る
こ
と
で
出
発
し
た
ス
タ
ー
・吉
永
小

百
合
は
、
当
然
、
石
黒
ジ
ュン
と
と
も

に
橋
の
向
う
へ
駆
け
去
って
し
ま
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
そ
れ
が

「キ
ュー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
が
持
つ独

自
の
論
理
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
か
って
「野
菊
の
如

き
君
な
り
き
」
の
有
田
紀
子
が
た
だ
一

本
か
ぎ
り
の
ス
タ
ー
で
あ
り
得
た
よ

う
に
、
吉
永
も
必
然
的
に
一本
か
ぎ
り

の
ス
タ
ー
と
し
て
ぼ
く
た
ち
の
前
か
ら

姿
を
消
す
べ
き
で
あ
った
.

「キ
ュー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
以
後
、

吉
永
が
好
演
を
示
し
た
の
は
、
わ
ず
か

に
「着
い
人
」
の
江
波
恵
子
の
役
だ
け

〔そ
れ
も
部
分
的
に
)
で
あ
る
.
し
か

し
、
こ
れ
と
い
え
ど
も
「キ
ュ
ー
ポ
ラ
」

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
二
番
せ
ん
じ
で
あ
り
、

そ
の
他
の
作
品
で
は
「キ
ュー
ポ
ラ
」

の大
工
場
見
学
場
面
で
の
あ
の
ニ
コヤ

カ
サ
を
ふり
ま
き
な
が
ら
、
ス
タ
ー
と

し
て
の死
を
死
に
つ
つあ
る
ので
は
な

い
か
、
と
ぼ
く
を
た
い
へん
心
配
さ
せ

てく
れ
る
に
す
ぎ
な
い
のは
、
当
然
の

こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い・

(京
大
文
学
郁圏
回生
。
(ノ
ッ
ポ
と

チ
ビ
」岡
人
)

璽善

械奪
妻
言

訟
"

;譲
多

ほ
し
い
"経
済
的
"把
握

璽 維
新
の
"政
治
的
"理
解
が
主

私
は
、
曽
て明
治

維新
史
の問
題
を
考

え
る
に
あ
た
って

「政
治
を経
済
の深

み
に
お
い
てと
ら
え

る
」
必
要
があ
る
こ

と
を
説
い
た
こと
が

あ
る
。
昭和
二十
二

年
の論
文
であ
る
か

奈

良

ら
、
い
ま
か
ら
十
六
・七
年前
の
こと

忙
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
それ
まで

の
維
新
史
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぱ政
治

い
った
ζ
と
に
対
し
て
、
色
肇
嘆
証

のす
え
政
治
と
経
済
と
は
統
一的
に
把

史
に
か
た
よ
り
過
ぎ
て
い
る
か、
あ
る

い
は
続
済
の
問
題
を
考
え
る
にし
ても

握
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
議
諭
を
す

そ
れ
が
政
治
の
動
き
を
遍究
す
る
に全

る
者
も
出
て
き
た
。
こ
の
本
の
著
者
が

く
無
関
係
に
と
ら
え
ら
れ
て
いる
よ
う

指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
明
治
継

な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る.

新
研
究
史
講
座
の
第
二
巻
の
な
か
に
あ

政
治
と
経
済
と
の
相
関
関係
、
さ
ら

る
田
中
彰
君
の
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
。

に
は
そ
の
統
}的
把
握
と
い
う
こと
な

私
も
そ
れ
を
読
ん
で
み
た
が
、
ど
う
も

く
し
て
、
諸
々
の
歴
史
的政
治
的
変
革

議
論
の
筋
が
違
う
よ
う
に
思
う
の
だ
.

を
論
議
す
る
こ
とは
、
い
つ
の時
代
を

し
か
し
、
そ
れ
は
私
の
一応
の
疑
間
と

取
っ
て
考
え
て
も
こ
れ稔
ま
こ
と
にお

し
て
、
本
霞
の
醤
者
も
階
級
史
観
に
立

か
し
な
こ
と
で
あ
ろ
う.
私
は
、
そ
の

つ田
中
彰
君
の
よ
う
な
首
で
も
、
政
治

分
り
き
っ
た
こ
と
が
思索
の上
で
実
行

と
経
済
は
統
一的
に
把
握
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
な
い
か
ら、
改め
てそ
のこ

い
って
い
る
で
は
な
い
か
、
い
わ
ん
や

と
を
確
濯
し
て
そ
乃
上
に私
の理
論
を
「奈
艮本
な
ど
が
…
と
い
う
こ
と
で
今
や

展
開し
た
ま
で
であ
っ
た。

政
治
を
政
治
臼
体
か
ら
解
明
す
べ
き
時

と
こ
ろ
が、
そ
の後
維
新
更
の研
究

期
に
立
至
って
い
る
と
竃
琶
し
て
、
そ

は
、
ま
こ
と
に笑
証
的
に
な
り
、
ζ
と

のよ
う
な
立
場
か
ら
問
題
を
解
い
て
ゆ

細
か
に
進ん
でい
った
.
地
方
地
方
、

こ
う
と
さ
れ
で
い
る
.
本
霞
約
四
百

あ
る
いは
各
藩
毎
の商
品
生
産
の
分
析

が
次
々
に幕
末
の経
済
段
階
を
附
ら
か

にし
てゆ
き
、
同
じ
よ
う
に
そ
れ
ら
の

地
方
ま
たは
藩
に
関
係
す
る
政
治
の
動

向
は
いよ
い
よ
そ
の探
索
の
キ
メ
を
細

く
し
てい
っ
た。
私
は
、
こ
れ
ら
の
実

証
が
進
ん
だ
こ
と
に
大
い
に
敬
意
を
表

し
て
い
る
.

と
ころ
で
、
そ
う
し
た
新
し
い
研
究

者
た
ち
のな
か
に
は
、
私
が
「政
治
を

経
渚
の深
さ
に
お
い
て
と
ら
え
る
」
と

本

辰

也

頁
、
そ
の
中
打
録
の
史
科
が
約七
十
頁

も
あ
る
か
ら
、
本
文
約
三
百
二
十
頁　

は
、
そ
の
政
治
を
政
治
か
ら
解
明
し
て

ゆ
く
と
い
う
立
場
で
醤
か
れ
て
い
る
の

だ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
氏
が
最
も

批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
階
級
史
観
的
叙

述
の
誤
り
を
つ
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い

る
。
「従
う
て
、
明
治
繕
新
の
本
質
理

解
は
、
階
級
史
観
的
立
場
か
ら
は
十
分

に
説
明
し
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
る
」

(
一〇
三
頁
)
な
ど
と
い
う
書葉
が
、

随
所
に
出
て
く
る
の
を
み
て
も
、
そ
の

こ
と
が
ど
の
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
轡
か

れ
た
か
は
よ
く
分
る
.

そ
こ
で
政
治
と
経
済
の
統
一的
把
握

に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
私
の
見
解
を
雷

は
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
は
そ
の
櫛
一

的
把
握
と
い
っ
た
こ
と
の
憲
昧
は
、
田

中
習
を
も
含
め
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
諸
君
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ

を
す
ぐ
経
済
と
裏
腹
の
関
係
で
考
え
よ

と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
.
政へ

治
と
経
済
に
ズ
レ
の
あ
る
こ
と
く
ら
い

先
刻
承
知
の
上
で
い
って
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
ズ
レ
が
あ
る
か
ら
統
一的

把
握
が
出
来
な
い
な
ど
と
い
う
の
な

ら
、
そ
の
人
の
頭
は
よ
っボ
ど
形
式
識

理
に
毒
さ
れ
て
い
る
と
書
わ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
.

こ
の
よ
う
な
ζ
と
を
轡
って
い
る
と

肝
腎
の中
味
に
入
ら
な
い申
に定
め
ら

れ
た枚
数
を
突
破
し
て
し
ま
う
であ
ろ

うが
、
い
さ
さ
か
基
本
的
な
考
え
方
の

閲
題
な
の
でど
う
し
て
も
触れ
な
け
れ

は
な
ら
な
か
っ
た問
題
だ
。
そ
う
い
う

風
に
言
え
ぱ
、
も
う
大
体
、
本
露
の

内
容
を紹
介
し
た
こ
と
に
なる
か
も知

れ
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
の
本
は
政治

の問
題
を
該
治
か
ら考
え
よ
う
と
し
た

努
力
のあ
と
が
な
い
で
は
な
い
.第
二

部
の方
は
、特
に
そ
の
こ
と
が
明瞭

だ
。
明治
十
四
年
の
政
変
に
佐
々
木
高

行
ら
の
冨
廷
派
を
大
き
く
評
価
し
た
り

あ
る
いは
軍
人
勅
諭
の
成
立
に
福
地

源
一郎
の
寄与
を
唱
っ
た
り
、
讐
々
、

そ
れ
ら
が主
題
と
な
っ
て
政
治
が
語
ら

れ
て
いる
。
し
か
し
、
こ
こ
で
政
治
と

い
う
のは
、
ま
る
で
閻
題
を
限
定
し
た

上
で
、
と
い
う
の
は
時
代
の
大
き
な
流

れ
を
捨
象
し
な
が
ら
、
あ
れ
と
こ
れ
と

関
係
を調
べ
て明
ら
か
に
す
る
と
い
っ

た
よ
う
な
調子
の
も
の
らし
い
。
昔
の

政
治史
は
、
そ
れ
で
も
今
の
政
治
の
参

考
に
す
る
と
い
う
く
ら
い
の
気
慨
と
識

見
を
も
つ
と
硲
か
れ
た
も
の
だ
が
、
今

の
政
治
を
政
治
か
ら
理
解
す
る
と
い
う

噺順僧講
懸
鰐

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う

な
一邑葉
に
共
感
す
る
者
に
は
ど
う
も
解

理
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
さ
て
、
も
う
少
し
内
容
に

立
入
っ
て
ゆ
く
と
、
こ
の
文
章
は
私
に

は
分
ら
な
い
と
こ
ろ
が
大
変
多
い
よ
う

だ
。
南
兵
隊
の
こ
と
に
し
て
も
、
五
九

頁
の
辺
り
を
よ
む
と
、
「か
れ
ら
が
多

く
亡
土
百
姓
か
あ
る
い
は
農
村
二
三
男

と
し
て
生
活
困
窮
の
た
め
に
一種
の
質

金
労
働
者
と
し
て
入
隊
云
々
」
な
ど
と

霞
い
て
あ
り
、
ま
る
で
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
」
ト
の
収
容所
の
よ
う
な
感

じ
を
与え
る
が
、
九
三
頁
あ
た
り
を
み

る
と
「当
時
}般
の
農
民
の
う
ち
で
は

か
な
り
出
色
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
、
親子
の
縁
を
切
っ
て死
を
覚

悟
す
る
こ
と
は
愚
嬰
的
保
守
的
な
通
常

一般
の
農
民
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
」
な
ど
と
出
て
く
る
。
純
客

観
的
叙
述
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
の
か

も知
れ
な
い
が
、
私
に
は
よ
く
理
解
で

き
な
い叙
述
だ
.
ζ
うし
た叙
述
は
決

し
て
こ
こ
だ
け
で
は
な
い
。

更
に
い
う
と
、
把
握
が
微
視
的
に
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
ひ
と

り
こ
の
本
の
晋
者
だ
け
では
な
く
、
現

在史
学
界
の
}般
的
風潮
で
著
者
の
い

う階
級
史
観
の
入
に
も
あ
て
は
ま
る
の

だ
が
、
全
体
か
ら
み
て
議
論
を
進
め
る

こ
と
が
少
な
い
.
だ
か
ら
、
三
五
頁

「文
久
二
年七
月
畏州
藩
は
…
」
の
と

こ
ろ
で
藩
を
あ
げ
て
「即
今擾
夷
」
に

一転
換
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
転

換
の
理
由
な
ど
、
長
州
藩
の
誰
彼
の
言

葉
を
い
く
ら
拾
い
築
め
て
み
て
も
明
ら

か
に
な
る
道
理
が
な
い
だ
ろ
う
.
つ
ね

に
、
全
国
的
な
規
模
で
も
の
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
.

枚
数
が超
過
し
た
の
で
こ
の
辺
り
で

筆
を
お
く
が
、
ま
だ
ま
だ
色
々
な
問
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
大
政
奉
還
と
明
治

継新
をわ
け
て
考
え
る
こ
と
は
著
者
の

一つ
の
業
蹟
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
も
私
は
ま
た
別
の
者
え
方
を
捕
っ

て
い
る
。
藤
直
幹
氏
の
序
文
で
み
る

と
、
こ
れ
は
著
者
の
学
位
論
文
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
.
歯
に
衣
を
き
せ
な
い

私
の書
評
が
ある
い
は
非
礼
に
わ
た
っ

た
か
も知
れ
な
い
が
、
同
じ
く
明
治
維

新史
を研
究
す
る
者
とし
て
お
た
が
い

の
切
唯
を
の
ぞ
む
も
の
で
ある
.
未
来

社
刊
・A
5
版
四
〇
二
頁
・
一三
〇
〇

円
(立
倉
鱈
大
学
教
摸
・国
史
学
)

鑛
塗
鑑

讐
γ
バ
、
ζ
要
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

,大
将
軍
`
自
慢
の
味
と
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
侍

ち
し
て
蜜

∫
。

◇
コ
ンパ

お
一人

二五
〇
再
よ
り

◇
献立
の
一例

爺愁
蜷

銭
罷

【

◇
葡
塵
轟

・サ
ー
ビ
ス斜
・盤
章
斜
は
囎切

盃
ぞ
す
.
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●採 用 関 係 連 絡 先

・本店人事部TEL大 阪(271)1221(大 代表)

地下鉄本町又は市電本町2丁 目下車

・当行を志望される方には人事部員又は先輩がいつでも

こ相談に応じますから気軽にお二し下さい

又は

●先輩 との懇談会開催

日時6月13日(木)午 後1時
6月17日(月)午 後1時

場所 大和銀行 本店

多数の2出 席をお待ち申しております

〔

信託 を併 営す るユニー クな都市 銀 行

、。創業 大正7年8月1日 ・資本金88億 円

・本店 大阪市東区備後町2丁 目2'1(堺 筋)

TEL・ 大阪(271)1221(大 代表)

・支店数 全国各主要都市に110力 店

海外事務所 二晶一ヨ高ク,ロ ンドン
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